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１．「宮城県農業農村整備事業等標準設計（平成２８年度版）」の制定経緯
本県における土地改良標準設計の歩みは，昭和５２年度に策定した「ほ場整備小構造物図集」

に始まる｡それまで，各地区別に異なって設計されていた各種ほ場整備工事の小構造物を可能な範

囲で二次製品を使用することで標準化し事業推進の効率化を図った｡この図集については，随時改

訂し，より現場施工にあった二次製品群に改良され，ほ場整備事業を中心に広範囲な事業に普及

してきた｡

こうした中，平成６年度からはじまったＵＲ対策予算により急激な伸びを見せているほ場整備

事業等予算に対応し一層効率よく事業進捗を図ることが出来るよう，県農政部内に測量設計検討

専門部会（ほ場整備設計標準分科会）を設置し二カ年にわたり検討を行ない，平成８年度に宮城

県農政部「農業農村整備事業等標準設計（図集編・解説編）」として制定した。

その後，平成８年度より平成１４年度まで基本歩掛の改定を行ってきたが，平成１５年度の補

助版標準積算システムVer.2への移行を期に明細ブロック化を軸とした大規模な改定を行い，平成

２２年度のVer.3移行でより厳選しスリム化を行ってきた。

本標準設計は効率的に事業進捗を図り，より設計者のニーズに応えるべく改訂を継続してきた

ものである。

２．「宮城県農業農村整備事業等標準設計」の目的と運用方針
宮城県農林水産部「宮城県農業農村整備事業等標準設計（図集編・解説編）」を制定した目的

は次の通りである｡

［目的］

①同種構造物に係る設計および積算の標準的方針を定めることにより，管内や地区の違

いによる基本方針の差異をなくし，適正かつ良質な土地改良工事の実現を図る｡

②土地改良事業年度予算に限られた人員により対応するため，可能な限り標準設計を採

用することにより，設計積算事務の効率化を図って，円滑な事業推進に寄与する｡

「宮城県農業農村整備事業等標準設計（図集編・解説編）」の運用方針は次の通りとする｡

［運用方針］

①標準設計は宮城県が発注する，農業農村整備事業の工事に適用する｡

②標準設計は優良な土地改良工事の実現を目的とするものであり，現地に適合しない場

合は，より良い設計内容に変更し，良質な出来形を追求するものとする｡

③標準設計を適用する工事の発注にあたっては，注文条件を明記するとともに，特記仕

様書に標準設計図集編を適用する旨を明記することで標準設計図の注文書への添付を

省略できるものとする｡ 注文書への添付を省略する場合においても，監督，検査及び

財産管理の業務に配慮し，設計書に添付しておくものとする。

④ほ場整備等の委託設計にあたって，標準設計を使用する場合においても，水理計算，

構造計算等については従来通り十分な検討を行い，標準設計採用の根拠を明確にして

おくものとする。

⑤標準設計は毎年度版とし，随時その内容を充実させることとする｡

⑥平成２８年度版標準設計は平成２８年１０月以降の公告・指名通知に係るものから適

用する。

⑦東日本大震災の被災地で適用する土地改良事業等請負工事の歩掛策定に伴うＨ２６年

度版標準設計の明細ブロックは平成２８年１０月以降の公告・指名通知に係るものか

ら適用する。

⑧図書の管理は農村振興課技術管理班及び宮城県農業農村整備事業等積算図書取扱責任

者が行うものとする｡
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３．「宮城県農業農村整備事業等標準設計」適用上の留意事項

｛１｝一般事項

①宮城県農業農村整備事業等標準設計は，宮城県が発注する農業農村整備事業の工事に適用す

るものとし，本図集編を適用する工事については特記仕様書に本図集編を適用する旨を明記

するものとする｡

②本図集編を適用する工種については，計画平面図等に標準設計コードおよび注文条件を下記

のとおり明記し，該当する標準設計図を注文図面として適用させるものとする｡標準設計を適

用しない工種については，別注文図面を作成するものとする｡

【表示例】 用水接続工(BQ7230-A800-H800-GW-R)

↑ ↑ ↑

工種名称 標準設計ｺｰﾄﾞ 注文条件

③本図集編の標準設計図が現地に適合しない場合は，受注者からの確認願いに基づき現地を精

査の上，必要に応じて設計変更を行うものとする｡

｛２｝コンクリート工

①本図集編に示している無筋コンクリート及び鉄筋コンクリートの基準強度については特記仕

様書に明記するものとする｡

｛３｝基礎処理工および均しコンクリート

①本図集編では，現場の施工性等を考慮して，構造物の二次製品と現場打ちの区分および規模

の大小の区分により基礎砕石工(Ｃ４０，ＲＣ４０）及び均しコンクリートを施工することを

標準としている｡

(１)二次製品構造物の場合 [＊( )は注文明示なし]

二次製品 二次製品 二次製品

均しｺﾝｸﾘｰﾄ (50) 均しｺﾝｸﾘｰﾄ (50) 砕 石 100

砕 石 100

(100) (100) (100) (100)

(100) (100) [ 50] [ 50]

＊[ ]はBQ7390,BQ7400に適用

(２)現場打ち構造物の場合 [＊( )は注文明示なし]

現場打ち 現場打ち 現場打ち

均しｺﾝｸﾘｰﾄ (50) 均しｺﾝｸﾘｰﾄ (50) 砕 石 100

砕 石 100

(100) (100) (100) (100)

(100) (100) [ 50] [ 50]

＊[ ]はBQ7370,BQ7380,

BQ7400に適用

②上記の基礎処理工，均しコンクリートによりがたい場合は本図集編は適用できないので別注

文図面を作成するものとする｡
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｛４｝二次製品構造物の接合処理

①本図集編では，二次製品構造物の接合部からの漏水や吸出しを防止するために，用排水の区分及

び規模の大小の区分により接合処理を施工するものとする｡

接合処理

（フリューム等） （フリューム等）

（接合桝等）

(１)用水系構造物の場合

50以上 接合 25以上 接合

桝等 桝等 BQ7240

10 10 BF水口工

50以上 25以上 BQ7570

落水工

ﾌﾘｭｰﾑ等 ﾓﾙﾀﾙ(1:2)又は ﾌﾘｭｰﾑ等 ﾓﾙﾀﾙ(1:2)又は

補修用ﾌﾟﾚﾐｸｽﾓﾙﾀﾙ+ｼｰﾙ材 補修用ﾌﾟﾚﾐｸｽﾓﾙﾀﾙ+ｼｰﾙ材

(２)排水系構造物の場合

50以上 接合 25以上 接合 BQ7400

桝等 桝等 泥吐工

BQ7620

50以上 25以上 水閘工

BQ7640

ﾌﾘｭｰﾑ等 ↑ ﾌﾘｭｰﾑ等 ↑ 湧水処理工

ﾓﾙﾀﾙ(1:2)又は ﾓﾙﾀﾙ(1:2)又は

補修用ﾌﾟﾚﾐｸｽﾓﾙﾀﾙ 補修用ﾌﾟﾚﾐｸｽﾓﾙﾀﾙ

②接合材の種別，接合処理の施工管理及び接合部の隙間が大きくなった場合の処理方法については，

特記仕様書に明記するものとする｡

｛５｝グレーチング蓋について

①二次製品桝に設置するグレーチング蓋については群集荷重を設計対象荷重とし，I-32またはI-38を

使用するものとする｡（１０００型以上の桝はI-38を使用し，２枚物とする｡)

受枠（等辺山形鋼）

↑

I-32又はI-38 二次製品桝

アンカー筋

（メーカ仕様，８本以上）

3 Ｈ２８図集編・解説編（公表用）



４．標準設計の基本方針
｛１｝設計基本方針

標準設計では，各工種標準図毎に設計に関わる留意事項にふれ，標準図の設計基本方針を解

説している｡また，現場条件により別設計で検討すべき事項も付記している｡なお，各工種にわ

たって共通する基本方針は 次のように設定している｡

［設計基本方針の共通事項］

①掘削法勾配････掘削法勾配の決定にあたっては「労働安全衛生規則」を遵守し，安全勾配で

設計しなければならない｡標準設計では，規則中の手掘りによる明かり掘削及

び標準設計パイプラインの法勾配に準拠し，各現場で最も分布頻度の高い

「シルト質の中位値」を採用している｡現場条件にあわない場合は，別設計に

よるものとする｡

（法高２ｍ未満） （法高２ｍ以上５ｍ未満）

1:0.3 1:0.5

②掘削余裕幅････掘削余裕幅については，現場の施工性，安全性を考慮し，構造物の二次製品

と現場打ちの区分により30cmと50cmの２タイプを標準としている｡現場条件に

合わない場合は，別設計によるものとする｡

（二次製品工種） （現場打ち工種）

・型枠無構造物 ・型枠を用いる構造物

構造物 構造物

30cm 50cm

③基礎コンクリート･･･標準設計の用水暗渠及び排水暗渠に相当する工種については，直接基礎

を前提としているが，管体安定のため鉄筋を配置した基礎コンクリート

を打設することにしている｡現場条件に合わない場合は，別設計による

ものとする｡

｛２｝積算基本方針

標準設計では，各工種標準図毎に積算に関わる留意事項もにふれ，標準図の積算基本方針を

解説している｡ なお，各工種にわたって共通する積算基本方針は次のように設定している｡

［積算基本方針の共通事項］

①標準機械･･････各種土工の標準使用機械の工種規模に応じて選定し，標準的な作業能力によ

り積算している｡なお，現場条件に合わない場合は，別設計によるものとする｡

(1)掘削等機械→バックホウ（山積0.45m3級[幅2m未満]または山積0.80m3級[標準]）

(2)布 設 機 械→バックホウ（クレーン装置付），ラフテレーンクレーン

(3)整地等機械→湿地ブルドーザ（１６ｔ）

(4)小運搬機械→クローラダンプ，特装車

(5)転 圧 機 械→ブルドーザ，振動ローラ，コンパクタ，

（狭小なヶ所は，タンパ，人力タコ）

②基礎工及び任意土工････標準設計では，3.の{3}，4.の{1}に示した基礎工及び任意土工の寸

法等を標準としているので，現場条件により，これによりがたい場合は，別注文図面を作成

すると共に積算は本体工のみを選択し基礎工と任意土工は別途加算するものとする｡
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５．標準設計を適用する工事の特記仕様書記載方法

＜記載例＞

○○工事特記仕様書

本工事は，宮城県農業土木工事共通仕様書（平成○○年○○月○○日付け農村第○○○号，宮

城県農業農村整備事業等標準設計（図集編・解説編）（平成○○年度版）及び工事に関する県の

規則等に基づいて施行するものとする｡ただし，下記事項については本特記仕様書に基づいて施行

するものとする｡

なお，上記宮城県農業土木工事共通仕様書は，宮城県農村振興課のホームページ（http://www.

pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin）に掲載しているので参照すること。

第○○章 一般施行

第○○節 標準設計

１．標準設計図を適用する工種については計画平面図等に明細ブロックコード(標準設計コ－ド)

及び注文条件が明示されているので，標準設計図集編より，該当する標準設計図を複写し，そ

れに基づいて施工するものとする｡

２．標準設計図に明示されている寸法及び注文条件が現場に適合しない場合は，監督職員に通知

し確認を求めるとともに，処理方法及び設計変更の要否について協議するものとする｡

３．標準設計図におけるコンンクリ－ト二次製品構造物の接合処理は，図集編の適用条件（４）

の図面に基づき入念に施工するものとする｡

用水系構造物

※１ モルタル（１：２）

排水系構造物

※２ モルタル（１：２）

〔注〕※１ については，補修用ﾓﾙﾀﾙ1:3ｼｰﾙ材を使用する場合は補修用ﾓﾙﾀﾙ1:3+ｼｰﾙ材と記

載する｡

※２ については，補修用ﾓﾙﾀﾙ1:3を使用する場合は補修用ﾓﾙﾀﾙ1:3と記載する｡

４．接合処理の施工管理方法及び接合部の隙間が大きくなった場合の処理方法については，監督

職員のと協議するものとする｡

６．標準設計（明細ブロック）を使用する際の注意事項

(a) 明細ブロック条件を選択する事により自動的に施工単価，資材及び条件は固定，連動とな

り設計者は変更できない。また，設計者は数量計算を行い，数量を入力する必要がある。

(b) 明細ブロックを構成する施工単価等を変更したい場合は，ブロックコピーすることでその

コピー先の施工単価構成を変更することができる。
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７．工事工種体系使用上の留意事項

１．宮城県では独自で工事工種体系を構成しており，以下のとおりである。

１）区画整理工事（県独自）

２）暗渠排水工事（県独自）

２．工事工種体系（県独自）はＢ２レベルまで構成しており，それ以下は構成していない。その

ため積算者自身が本書を参照し，Ｂ３レベルに明細ブロックを添付するものである。
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名　　称 符　号 計　　　　算　　　　式 数量 略　　　　　図

m3

名　　称 符　号 計　　　　算　　　　式 数量 略　　　　　図

数量計算書作成例－１

(B=5.0m,4/5,RC-40 t=10cm)

100m当たり

搬入土 A0

敷均・締固
m2

機械法面仕上げ 0.2×1.414×2×100　　　　　　　　　 =
m2

56.56

m2
砂利舗設工

RC40

T=10cm
4.0×100  　   　　　　　　　　　　　=

400

5
0
0

20
0 RC-40,t=10cm

B=5.0m

4.0m

1:
1.
0 1:1.0

搬入土

5.0×0.5+0.5×0.5=2.75

2.75×100×1.2÷0.9　　　　　　　　  =
366.7

2.75×100　　　　　　　　　   　　　 = 275

支線道路工
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名　　称 符　号 計　　　　算　　　　式 数量 略　　　　　図

L=5.0m

L0=4.8m

接続桝

HPφ400

960

3
0
0

1
5
0

1
2
0 9
2
0

(0.96×0.92×0.3)×0.92=1.137

1.137×4.8　　　　　　　　　　　     =
m3

5.46

1.137-0.173-0.247=0.717

A2-管断面積-基礎断面積A3

A2

0.717×4.8÷0.9　　　　　　　　　　　=
m3

3.83

機械埋戻

機械掘削

人力盛土埋戻 0.717×4.8　   　　　　　　　　　　　=
m3

3.44

名　　称 符　号 計　　　　算　　　　式 数量 略　　　　　図

人力基面整正 0.96×4.8 　   　　　　　　　　　　　=
m2

4.61

m2
人力荒仕上げ 0.564×4.8    　　　　　　　　　　　 =

2.71

m2
基礎処理工 0.247×4.8÷0.27    　　　　　　　　 =

4.39

ﾋｭｰﾑ管機械布設 1種B型 =

m

5.00

1:
0.3

ＨＰ暗渠工(BQ7500)

(φ400,L=400,RC-40)

１ヶ所当たり

数量計算書作成例－２
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ＨＰ暗渠工(ＢＱ９５００)諸元表

HP 外 径 断面積 基礎厚 掘 削 勾 配 （1:0.5） 掘 削 勾 配（1:0.3）

規格 Dc(m) Ac(m2) H2(m) 基礎幅 基礎量 基面 荒仕 基礎幅 基礎量 基面 荒仕

(1) (2) (3) B1(m) A1(m2) 整正 L2(m) B1(m) A1(m2) 整正 L2(m)

(mm) (4) (5) L1(m) (6) (7) (8) L1(m) (9)

400 0.470 0.173 0.15 0.90 0.246 0.900 0.604 0.96 0.247 0.960 0.564

450 0.526 0.217 0.15 1.00 0.290 1.000 0.648 1.06 0.290 1.060 0.606

500 0.584 0.268 0.20 1.20 0.429 1.200 0.783 1.28 0.432 1.280 0.731

600 0.700 0.385 0.20 1.30 0.491 1.300 0.850 1.38 0.492 1.380 0.793

700 0.816 0.523 0.20 1.40 0.556 1.400 0.917 1.48 0.555 1.480 0.856

800 0.932 0.682 0.20 1.55 0.645 1.550 0.984 1.63 0.642 1.630 0.919

900 1.050 0.866 0.20 1.65 0.717 1.650 1.051 1.73 0.716 1.730 0.981

1000 1.164 1.064 0.30 1.65 0.962 1.650 1.342 1.77 0.962 1.770 1.253
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宮城県農業農村整備事業等標準設計
明細ブロック

コード 標 準 設 計 名 称 単 位 ペ ー ジ

ＢＱ７０１０ 畦畔工 ｍ ３２

ＢＱ９０２０ 【被災地】支線道路工 箇所 ３４

ＢＱ７０７０ 進入路工（盛土型） 箇所 ３７

ＢＱ９０７０ 【被災地】進入路工（盛土型） 箇所 ３９

ＢＱ７１４０ ＢＦ水路工 ｍ ４１

ＢＱ７１９０ ＢＦボックス暗渠工 箇所 ４３

ＢＱ９１９０ 【被災地】ＢＦボックス暗渠工 箇所 ４６

ＢＱ７２３０ 用水接続工 箇所 ４９

ＢＱ９２３０ 【被災地】用水接続工 箇所 ５３

ＢＱ７２４０ ＢＦ水口工 箇所 ５７

ＢＱ７３３０ 塩ビパイプライン工 ｍ ６０

ＢＱ９３３０ 【被災地】塩ビパイプライン工 ｍ ６３

ＢＱ７３４０ 第１種取水工 箇所 ６６

ＢＱ９３４０ 【被災地】第1種取水工 箇所 ６９

ＢＱ７３５０ 第２種取水工 箇所 ７２

ＢＱ７３６０ 第３種取水工 箇所 ７４

ＢＱ９３６０ 【被災地】第３種取水工 箇所 ７７

ＢＱ７３７０ 空気弁工 箇所 ８０

ＢＱ９３７０ 【被災地】空気弁工 箇所 ８２

ＢＱ７３８０ 制水弁工（ＨＰタイプ） 箇所 ８４

ＢＱ９３８０ 【被災地】制水弁工（ＨＰタイプ） 箇所 ８７
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宮城県農業農村整備事業等標準設計
明細ブロック

コード 標 準 設 計 名 称 単 位 ペ ー ジ

ＢＱ７３９０ 制水弁工（制水弁ボックス） 箇所 ９０

ＢＱ７４００ 泥吐工 箇所 ９２

ＢＱ９４００ 【被災地】泥吐工 箇所 ９５

ＢＱ７４３０ 排水フリューム水路工 ｍ ９８

ＢＱ９４３０ 【被災地】排水フリューム水路工 ｍ １０１

ＢＱ７４９０ 排水土水路工 ｍ １０４

ＢＱ９４９０ 【被災地】排水土水路工 ｍ １０６

ＢＱ７５００ ＨＰ暗渠工 箇所 １０８

ＢＱ９５００ 【被災地】ＨＰ暗渠工 箇所 １１１

ＢＱ７５２０ 排水ボックス暗渠工 箇所 １１４

ＢＱ９５２０ 【被災地】排水ボックス暗渠工 箇所 １１７

ＢＱ７５４０ 排水接続工（接続桝） 箇所 １２０

ＢＱ９５４０ 【被災地】排水接続工（接続桝） 箇所 １２４

ＢＱ７５７０ 落水工 箇所 １２８

ＢＱ７６００ 吸水渠工 ｍ １３１

ＢＱ７６１０ 集水渠工 ｍ １３４

ＢＱ７６２０ 水閘工 箇所 １３７

ＢＱ７６３０ もみがら補助暗渠工 ｍ １４０

ＢＱ７６４０ 湧水処理工 箇所 １４２
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７０１０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７００１

標準設計名称 畦畔工 単 位 ｍ

0.3,0.4,

標準図 0.5

[B]

0.30 1:0.5 0.3,0.4,

0.5

1:n1 [B]

H

[C] 1:0.5 0.30

H : 田面差(m)

n1 : 法勾配

適用範囲

１．ほ場整備工事で面工事と一体的に行う場合は転圧を計上しない。

ブルドーザの機種 湿地ブル １６ｔ

標準設計明細構成内訳

100ｍ当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

C 畦畔転圧

(1) ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ運転 湿地16t 0.07 hr 施工単価 転圧有の時

C 畦畔法面仕上

(2) 畦畔整形 山積0.80 100.0 ｍ 〃

(機械) m3級

(3) 機械法面仕上 ﾊﾞｯｸﾎｳ A1 ｍ2 〃 法長2m超分

(4) 〃 小段水平面 A2 〃 〃 3種の時

(5) 〃 小段法面 A3 〃 〃 〃

(6) 合 計 Σ(1)～(5)

(7) 単 価 1.0 ｍ (6)/100.0

表 ＢＱ７０１０

[Ａ] 種 別 法勾配:n1 加算高(m)

１ １ 種 1 : 0.5 0.3

２ ２ 種 1 : 1.0 0.3

３ ３ 種 1 : 1.2 0.0

仕上げ対象高さ h1 =[C] +表BQ7010( 2) A1 =L3*100
上流部法長 L1 =0. 335 法長2. 0m超分
法勾配 n1 =表B7001( 1) A2 =L4*100
仕上げ対象幅 B2 =h1*n1 ３ 種小段水平面
下流部法長１ L2 =( h1^ 2+B2^ 2) ^ 0. 5 A3 =L5*100
下流部法長２ L3 =L2-2. 0 ３ 種小段法面
平均法長 L2' =( L1+L2) /2
３ 種小段水平部 L4 =[B] /10 [B] =畦畔幅(m)
３ 種小段法長 L5 =0. 335 [C] =田差(m)

32 Ｈ２８図集編・解説編（公表用）



工
種
区
分

制
定

（
改

訂
）

年
度

ほ
場
整
備
工

標
準

設
計コ

ー
ド

標
準

設
計

名
称

畦
　

畔
　

工

【
注
意

事
項
】

【
設
計

表
示
例
】

・
こ
の
設
計

図
は
、
畦
畔
工
に
適

用
す
る
。

・
用
土
は
付

近
集
土
と
し
、
稲
株

を
除
い
た
心
土
で
施
工

す
る
も
の

種
別

Ｂ
：
畦
畔
幅

（
ｍ
ｍ
）

・
畦
畔
幅
は

注
文
の
設
計
表
示
に

従
い
施
工
す
る
も
の
と

す
る
。

・
盛
土
転
圧

は
、
湿
地
ブ
ル
等
で

転
圧
を
行
う
こ
と
を
標

準
と
す
る
。

　
と
す
る

。

B
Q
7
0
1
0

(
T
7
0
0
1
)

H
2
 
(
H
1
5
)

Ｂ
Ｑ
７
０
１
０
－

○
種
－
Ｂ
○
○
○

1:0
.5

Ｈ

第
１
種

畦
畔

工

畦
 
畔

 
工

 寸
 法

 
表

（
ｍ

）

Ｈ

1:0
.5

1:0
.5

備
 
 
考

0
～

0
.
3
0

0
.
3
1
～
1
.
0
0

1
.
0
1
～
2
.
4
9

種
 
 
別

第
 
１

 
種

第
 
２

 
種

第
 
３

 
種

第
２

種
畦

畔
工

第
３

種
畦

畔
工

300

300

300

300

Ｂ
（

ｍ
ｍ

）

3
0
0,

4
0
0,

5
0
0

3
0
0,

4
0
0,

5
0
0

3
0
0,

4
0
0,

5
0
0

1:0
.5 1:
1.
2

1:
1.
0

Ｈ

※
Ｈ

の
範

囲
は

参
考

値
で

あ
る

1:0
.5

Ｂ
[
B
]

B
2

ｈ１

Ｌ１

Ｌ２

Ｌ１

ｈ１

Ｌ１

B
2

20
00

Ｌ
３

Ｂ
[
B
]

ｈ１

B
2

Ｂ

20
00

Ｌ
３

Ｌ５

Ｂ
[
B
]

Ｌ
４

Ｈ

33 Ｈ２８図集編・解説編（公表用）



明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ９０２０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】支線道路工 単 位 ｍ

標準図

Ｂ

Ｂ－１．０

Ｈ（盛土高）

1:n1 1:n2

標準設計明細構成内訳

100ｍ当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 搬入土 盛土用 V1 ｍ3 原 単 価

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 V1 ｍ3 施工単価

(3) 不整地運搬 V1 ｍ3 〃

C 盛土

(4) ﾌﾞﾙ敷均 V2 ｍ3 〃

締固め

C 法面仕上げ

(5) 機械法面 盛土法面 A1 ｍ2 〃

仕上げ 切土法面

C 敷砂利工

(6) 砂利舗設工 3ｔﾌﾞﾙ A2 ｍ2 〃

(7) 合 計 Σ(1)～(6)

(8) 単 価 1.0 ｍ (7)/100

数量表

表 BQ9020

種別 法勾配n1 法勾配n2 法長係数K1 法長係数K2

１種 1:1.0 1:1.0 1.414 1.414

２種 1:1.0 1:1.2 1.414 1.562

３種 1:1.0 1:1.5 1.414 1.803

４種 1:1.2 1:1.2 1.562 1.562

５種 1:1.2 1:1.5 1.562 1.803

６種 1:1.5 1:1.5 1.803 1.803

K=(1^2+n^2)^0.5
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ９０２０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

算 定 式

（１）搬入土 (ｍ3) （Ｖ１）＝搬入土量×100×1.2÷0.9 （f=1.2/0.9）

(ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 不整地運搬)

・搬入土量（ｍ2）＝盛土全断面－旧道その場転用面積－集土分面積－転用土分面積

（２）ブル敷均締固(ｍ3) （Ｖ２）＝（盛土全断面－旧道その場転用面積）×100

その場転用土除き

（３）機械法面仕上げ(ｍ2)（Ａ１）＝法面仕上げ×進入路控除×100

・進入路控除 ＝１－進入路部控除率(％)×100

（４）砂利舗設工(ｍ2) （Ａ２）＝敷砂利幅×100

摘 要

１ 路体工はブル敷均締固め15tﾌﾞﾙを標準とするが､現場条件により､湿地16tを選択できる。

２ 道路平均高とは、計画平均田面からの高さとすること。

３ 旧道、集土、転用土の合計が断面を超えてはならない。

４ 法面整形は､機械盛土面を計上している。

５ 転用土の搬入は別途計上すること。

６ 搬入土はルーズ状態｡

７ 表土はぎ取りが必要な場合は、別途計上する。

８ 表土はぎ取りのあった場合の搬入土費用は計上される。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７０７０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７１５１

標準設計名称 進入路工（盛土型） 単 位 箇所

標準図

1:4.0

1:1.0 Ｈ

適用範囲

１．ほ場整備工事の進入路工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 搬入土 盛土用 V2 ｍ3 原 単 価

(2) 人力盛土埋戻 V1 〃 施工単価

(3) 振動ﾛｰﾗ締固 ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 V1 〃 〃

(4) 合 計 Σ(1)～(3)

(5) 単 価 1.0 箇所 (4)/1.0

計 算 式

[Ａ] 種別 計 算 式

１ １種 Ｖ１＝Ｈ×３×Ｈ／２×６．０ｍ

２ ２種 Ｖ１＝Ｈ×３×Ｈ／２×４．０ｍ

搬入土はルーズ状態。

V2 =V1*AA 土量換算 AA= =1.20/0.9 (砂質土)
f=AA AA= =1.25/0.9 (粘性土)
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９０７０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】進入路工（盛土型） 単 位 箇所

標準図

1:4.0

1:1.0 Ｈ

適用範囲

１．ほ場整備工事の進入路工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 搬入土 盛土用 V2 ｍ3 原 単 価

(2) 人力盛土埋戻 V1 ｍ3 施工単価

(3) 振動ﾛｰﾗ締固 ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 V1 ｍ3 〃

(4) 合 計 Σ(1)～(3)

(5) 単 価 1.0 箇所 (4)/1.0

計 算 式

[Ａ] 種別 計 算 式

１ １種 Ｖ１＝Ｈ×３×Ｈ／２×６．０ｍ

２ ２種 Ｖ１＝Ｈ×３×Ｈ／２×４．０ｍ

搬入土はルーズ状態。

V2 =V1*AA 土量換算 AA= =1.20/0.9 (砂質土)
f=AA AA= =1.25/0.9 (粘性土)
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７１４０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７２０１

標準設計名称 ＢＦ水路工 単 位 ｍ

適用範囲

１．ほ場整備工事の用水路（ＢＦ）工事に適用する。

標準設計明細構成内訳

10ｍ当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 人力盛土埋戻 タンパ V1 ｍ3 施工単価

C 法面仕上げ

(2) 機械法面 人力 A2 ｍ2 〃

仕上げ 盛土法面

C ﾌﾘｭｰﾑ布設

(3) L=2.0m 4.99 本 原 単 価ﾍﾞﾝﾁﾌﾘｭｰﾑⅡ型

(3) L=4.0m 2.49 本 〃ﾍﾞﾝﾁﾌﾘｭｰﾑⅡ型

(4) (L=2.0m) 4.99 枚 〃ﾍﾞﾝﾁﾌﾘｭｰﾑﾀｲﾄ

(4) (L=4.0m) 2.49 枚 〃ﾍﾞﾝﾁﾌﾘｭｰﾑﾀｲﾄ

(5) BF機械布設 10.0 ｍ 施工単価

(5) ﾛﾝｸﾞBF布設 10.0 ｍ 〃

(6) 合 計 Σ(1)～(5)

(7) 単 価 (6)/10

数量表

表 ＢＱ７１４０

［Ａ］ ＢＦ規格 控除断面積A0(m2) ［Ａ］ ＢＦ規格 控除断面積A0(m2)

３ ３００型 ０．０８４ ９ ６００型 ０．２９３

４ ３５０型 ０．１１３ １０ ６５０型 ０．３４４

５ ４００型 ０．１４３ １１ ７００型 ０．３９５

６ ４５０型 ０．１７６ １２ ８００型 ０．４９３

７ ５００型 ０．２１３ １３ ９００型 ０．６２４

８ ５５０型 ０．２５６ １４ １０００型 ０．７４７

補足資料

ＢＦ断面 A0= 表BQ7140(1) V1 =A1*10
法長 L1= [D]*1.118 A2 =L1*10
盛土断面 A1= ([C]-[E]+[D]*0.5/2)*[D]-A0

[C]= 水路敷幅(m)
[D]= 盛土高(m)
[E]= 道路高(m)
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ７１９０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７２５１

標準設計名称 ＢＦボックス暗渠工 単 位 箇所

適 用 範 囲

１．ほ場整備工事のＢＦボックス暗渠に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V1 ｍ3 施工単価

C 埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

(4) ﾊﾝﾄﾞ式 V51 ｍ3 〃振動ﾛｰﾗ締固め

(5) 人力盛土埋戻 V51 ｍ3 〃

C 基礎工

(6) 人力基面整正 A3 ｍ2 〃

(7) 基礎砕石工 t=10cm A6 ｍ2 〃

C 均しコン

(8) 生ｺﾝ人力打設 18N-8-40 V4 ｍ3 〃

(9) 型 枠 均しコン A4 ｍ2 〃

C 基礎ｺﾝ

(10) 生ｺﾝ人力打設 21N-8-25 V5 ｍ3 〃

(11) 型枠工 小構 A5 ｍ2 〃

(12) 鉄筋加工組立 D13 G1 ｔ 〃

C 本 体

(13) ﾍﾞﾝﾁﾌﾘｭｰﾑBOX T-20、L=1m [B] 本 原 単 価

(14) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾊﾞｯｸﾎｳ [B] 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)製品類布設

(15) 合 計 Σ(1)～(14)

(16) 単 価 1.0 箇所 (15)/1.0

製品重量800kg以下／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(1次)山0.45(平0.35)2.9t吊

製品重量800kg超え／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(2次)山0.80(平0.60)2.9t吊
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７１９０

数量表

表 ＢＱ７１９０

［Ａ］ タイプ 外 幅 外 高 重量区分 重 量 基礎ｺﾝ幅 鉄筋縦本数

B0(m) H0(m) W5(t) B2(m) N1(本)

３ ３００型 0.42 0.470 0.268 0.62 ４

４ ３５０型 0.48 0.515 0.326 0.68 ４

５ ４００型 0.53 0.540 0.362 0.73 ５

６ ４５０型 0.58 0.585 0.412 0.78 ５

７ ５００型 0.64 0.620 0.477 0.84 ５

８ ５５０型 0.69 0.665 0.539 0.89 ５

９ ６００型 0.74 0.690 0.577 0.94 ６

１０ ６５０型 0.80 0.735 0.659 1.00 ６

１１ ７００型 0.85 0.770 0.720 1.05 ６

１２ ８００型 0.96 0.830 0.847 1.16 ７

１３ ９００型 1.06 0.900 0.974 1.26 ７

１４ １０００型 1.17 0.970 1.144 1.37 ８

補足資料 （縦筋本数は、ピッチ200mm､かぶり5cmにて算出）

Ｂ Ｏ Ｘ 外幅 B0= 表BQ7190( 1) V1 =A1*L0
Ｂ Ｏ Ｘ 外高 H0= 表BQ7190( 2) V21 =A2*L0*AA
Ｂ Ｏ Ｘ 重量区分 W5= 表BQ7190( 3) V2 =( A2-W51) *L0
基礎コ ン幅 B2= 表BQ7190( 5) V51 =W51*L0
縦筋本数 N1= 表BQ7190( 6) V51 =W51*L0
均し コ ン幅 B1= B2+0. 2 A3 =B1*L0
基礎コ ン長 L0= [ B] -0. 2 A6 =A3
掘削断面 A1= ( [ C] *0. 3+B1+0. 349*2) *[ C] V4 =A3*0. 05
天端高 H1= H0+0. 30 A4 ( B1+LO) *2*0. 05
振動ﾛ ﾗー締固め W50= H1+0. 30 V5 =B2*0. 15*L0
埋戻断面 A2= A1-B1*[ C] A5 =0. 15*L0*2
埋戻断面 A2= A1-B1*0. 15-B2*( [ C] -0. 15) G1 =( N2*L2+N1*L1) *0. 995kg
埋戻断面 A2= A1-B1*0. 15-B2*0. 15-B0*( [ C] -0. 30) 0. 995kg/m( D13)
埋戻断面 A2= A1-B1*0. 15-B2*0. 15-B0*H0
埋戻( 振動ﾛ ﾗー) W51= A1-( W50*0. 3+B1+0. 349*2) *W50 [ C] >W50
縦筋長 L1= L0-0. 1
横筋長 L2= B2-0. 1
横筋本数 N2= I NT( L1/0. 3+1. 999)
土量換算 AA= =1. 00/0. 9

[B]= BOX延長(m)
[C]= 掘削深(m)
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９１９０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】ＢＦボックス暗渠工 単 位 箇所

適 用 範 囲

１．ほ場整備工事のＢＦボックス暗渠に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V1 ｍ3 施工単価

C 埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

(4) ﾊﾝﾄﾞ式 V51 ｍ3 〃振動ﾛｰﾗ締固め

(5) 人力盛土埋戻 V51 ｍ3 〃

C 基礎工

(6) 人力基面整正 A3 ｍ2 〃

(7) 基礎砕石工 t=10cm A6 ｍ2 〃

C 均しコン

(8) 生ｺﾝ人力打設 18N-8-40 V4 ｍ3 〃

(9) 型 枠 均しコン A4 ｍ2 〃

C 基礎ｺﾝ

(10) 生ｺﾝ人力打設 21N-8-25 V5 ｍ3 〃

(11) 型枠工 小構 A5 ｍ2 〃

(12) 鉄筋加工組立 D13 G1 ｔ 〃

C 本 体

(13) ﾍﾞﾝﾁﾌﾘｭｰﾑBOX T-20、L=1m [B] 本 原 単 価 300～1000型

(14) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾊﾞｯｸﾎｳ [B] 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)製品類布設

(15) 合 計 Σ(1)～(14)

(16) 単 価 1.0 箇所 (15)/1.0

製品重量800kg以下／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(1次)山0.45(平0.35)2.9t吊

製品重量800kg超え／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(2次)山0.80(平0.60)2.9t吊
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標準設計ｺｰﾄﾞ ＢＱ９１９０

数量表

表 ＢＱ９１９０

［Ａ］ タイプ 外 幅 外 高 重量区分 重量(t) 基礎ｺﾝ幅 鉄筋縦本数

B0(m) H0(m) B2(m) N1(本)

３ ３００型 0.42 0.470 0.268 0.62 ４

４ ３５０型 0.48 0.515 0.326 0.68 ４

５ ４００型 0.53 0.540 0.362 0.73 ５

６ ４５０型 0.58 0.585 0.412 0.78 ５

７ ５００型 0.64 0.620 0.477 0.84 ５

８ ５５０型 0.69 0.665 0.539 0.89 ５

９ ６００型 0.74 0.690 0.577 0.94 ６

１０ ６５０型 0.80 0.735 0.659 1.00 ６

１１ ７００型 0.85 0.770 0.720 1.05 ６

１２ ８００型 0.96 0.830 0.847 1.16 ７

１３ ９００型 1.06 0.900 0.974 1.26 ７

１４ １０００ 1.17 0.970 1.144 1.37 ８

補足資料 （縦筋本数は、ピッチ200mm､かぶり5cmにて算出）

Ｂ Ｏ Ｘ 外幅 B0= 表BQ9190( 1) V1 =A1*L0
Ｂ Ｏ Ｘ 外高 H0= 表BQ9190( 2) V21 =A2*L0*AA
Ｂ Ｏ Ｘ 重量区分 W5= 表BQ9190( 3) V2 =( A2-W51) *L0
基礎コ ン幅 B2= 表BQ9190( 5) V51 =W51*L0
縦筋本数 N1= 表BQ9190( 6) V51 =W51*L0
均し コ ン幅 B1= B2+0. 2 A3 =B1*L0
基礎コ ン長 L0= [ B] -0. 2 A6 =A3
掘削断面 A1= ( [ C] *0. 3+B1+0. 349*2) *[ C] V4 =A3*0. 05
天端高 H1= H0+0. 30 A4 ( B1+LO) *2*0. 05
振動ﾛ ﾗー締固め W50= H1+0. 30 V5 =B2*0. 15*L0
埋戻断面 A2= A1-B1*[ C] A5 =0. 15*L0*2
埋戻断面 A2= A1-B1*0. 15-B2*( [ C] -0. 15) G1 =( N2*L2+N1*L1) *0. 995kg
埋戻断面 A2= A1-B1*0. 15-B2*0. 15-B0*( [ C] -0. 30) 0. 995kg/m( D13)
埋戻断面 A2= A1-B1*0. 15-B2*0. 15-B0*H0
埋戻( 振動ﾛ ﾗー) W51= A1-( W50*0. 3+B1+0. 349*2) *W50 [ C] >W50
縦筋長 L1= L0-0. 1
横筋長 L2= B2-0. 1
横筋本数 N2= I NT( L1/0. 3+1. 999)
土量換算 AA= =1. 00/0. 9

[B]= BOX延長(m)
[C]= 掘削深(m)

47 Ｈ２８図集編・解説編（公表用）



用
水

接
続

工

(
別

図
)

ＢＦ

ＢＦ

Ｂ
Ｆ

Ｂ
Ｆ

用
水
接

続
工

均
し
コ
ン
ク
リ
－
ト

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
－
ト

均
し
コ

ン
ク
リ

－
ト

Ｂ
Ｆ

-
Ｂ

ｏ
ｘ

(
T
-
2
0
)

平
　

　
面

　
　

図

用
水
接
続
工

用
水

接
続

工

B
　

～
　

B

A
　

～
　

A
(
別
図
)

(
別
図

)

(
別

図
)

①
 
Ｄ
１
３

②
 
Ｄ
１

３

①
 
Ｄ
１

３

②
 
Ｄ

１
３

基
礎

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
配

筋
図

断
　

　
面

　
　

図

（
 
Ｌ
 
=
 
Ｎ

本
 
×

 
＠
1
,
0
0
0
 
）

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ｂ
1
0
0

1
0
0

50

鉄
筋

コ
ン
ク

リ
－
ト

Ｂ
１

3
5
5

H0

H1

5
0
0

B
0

150 100

150

150

5
0

L
3

L
3

5
0

Ｂ
Ｆ

-
ボ

ッ
ク
ス

カ
ル
バ

ー
ト
　
Ｌ

Ｂ
Ｆ

-
ボ

ッ
ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
　
Ｌ

道
路
幅

員

Ｂ

B
-
1
0
0

Ｌ
1
＝

Ｌ
－
2
0
0

Ｌ
2
＝

Ｎ
＠
3
0
0

Ｈ[C]

・
直
接

基
礎
タ

イ
プ
を

標
準
と

す
る

が
、

十
分
な
地

盤
反
力
が

期
待

　
出
来

な
い
時

は
、
別

途
基
礎

の
検

討
を

行
う
も
の

と
す
る
。

・
こ
の

設
計
図

は
、
道

路
横
断

暗
渠

（
用

水
）
に
適

用
す
る
。

・
用
水

接
続
工

は
別
図

と
す

る
。

・
ボ
ッ

ク
ス
の

継
目
処

理
は
メ

ー
カ

ー
規

格
に
よ
る

シ
ー
ル
材

又
は

　
ゴ
ム

シ
ー
ル

に
よ
り

漏
水
が

お
こ

ら
な

い
よ
う
に

施
工
す
る

こ
と
。

制
定

（
改

訂
）

年
度

標
準

設
計
コ

ー
ド

標
準
設

計
名
称

【
注
意

事
項
】

【
設
計

表
示
例

】

工
種

区
分

用
水

路
付

帯
工

規
格
(
㎜
)

L
:
延

長
(
m
)

Ｂ
Ｆ
タ
イ
プ

Ｂ

3
0
0

6
2
0

3
5
0

6
8
0

4
0
0

7
3
0

4
5
0

7
8
0

5
0
0

8
4
0

5
5
0

8
9
0

6
0
0

9
4
0

6
5
0

1
0
0
0

7
0
0

1
0
5
0

8
0
0

1
1
6
0

Ｂ
１

8
2
0

8
8
0

9
3
0

9
8
0

1
0
4
0

1
0
9
0

1
1
4
0

1
2
0
0

1
2
5
0

1
3
6
0

①
鉄
筋
本
数

4 4 5 5 5 5 6 6 6 7

9
0
0

1
2
6
0

1
4
6
0

7

基
礎
材

Ｎ
：
な
し

Ｃ
：
C
-
4
0

Ｒ
：
R
C
-
4
0

1
0
0
0

1
3
7
0

1
5
7
0

8

ピ
ッ
チ

2
0
0
以

内

1:0.
3

B
Q
9
1
9
0

(
 
 
-
 
 
)

H
2
5

Ｂ
Ｑ

９
１

９
０

－
Ｂ
Ｆ

Ｂ
○
○

○
－

Ｌ
○
○

．
○
－

○

【
被

災
地

】
B
F
ﾎ
ﾞ
ｯ
ｸ
ｽ
暗

渠
工

5
0

5
0

75

75

基
礎

材

基
礎

材

48 Ｈ２８図集編・解説編（公表用）



明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ７２３０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７２５９

標準設計名称 用水接続工 単 位 箇所

適 用 範 囲

１．ほ場整備工事の接続桝設置に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V1 ｍ3 施工単価

C 埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

C 基 礎

(4) 人力基面整正 A2 ｍ2 〃

(5) 基礎砕石工 t=10cm A6 ｍ2 〃

C 均しコン

(6) 生ｺﾝ打設 18N-8-40 V4 ｍ3 〃

(7) 型 枠 均しｺﾝ A3 ｍ2 〃

C 本 体

(8) 接続桝 (受枠無) 1.0 個 原 単 価

(8) 接続桝 (受枠有) 1.0 個 〃

(9) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ﾊﾞｯｸﾎｳ 1.0 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)品類機械布設

(9) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製 1.0 個 〃ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

25t吊品類機械布設

(10) ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ Ｉ 型 A4 ｍ2 原 単 価

(11) 蓋板設置 W16 枚 施工単価

(12) ﾓﾙﾀﾙ練合せ １：２ V5 ｍ3 〃

(12) シール材 油 性 L1 ｍ 原 単 価

(13) ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 防水ﾓﾙﾀﾙ A5 ｍ2 施工単価

(14) 合 計 Σ(1)～(13)

(15) 単 価 1.0 箇所 (14)/1.0

製品重量800kg以下／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(1次)山0.45(平0.35)2.9t吊

製品重量800kg超え／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(2次)山0.80(平0.60)2.9t吊
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７２３０

数量表

表 ＢＱ７２３０

[A] 規格 製品深 重 量 (t) 外幅 内幅 外高 グレーチング原単価コード

受枠 受枠 受枠 受枠

[B] (m) なし 付 なし 付 (m) (m) (m) (m2) 重量(kg)

１ 600A 0.60 0.452 0.465 0.76 0.6 0.70 0.49 18kg/1枚

２ 600B 0.85 0.583 0.596 0.76 0.6 0.95 0.49 18kg/1枚

３ 600E 1.20 0.991 1.004 0.84 0.6 1.32 0.49 18kg/1枚

４ 600F 1.40 1.766 1.780 0.84 0.6 1.52 0.49 18kg/1枚

５ 600J 1.60 1.978 1.992 0.84 0.6 1.72 0.49 18kg/1枚

６ 700A 0.70 0.597 0.612 0.86 0.7 0.80 0.64 24kg/1枚

７ 700B 0.85 0.687 0.702 0.86 0.7 0.95 0.64 24kg/1枚

８ 700E 1.20 1.778 1.793 0.94 0.7 1.32 0.64 24kg/1枚

９ 700F 1.40 2.030 2.046 0.94 0.7 1.52 0.64 24kg/1枚

10 700J 1.60 2.270 2.286 0.94 0.7 1.72 0.64 24kg/1枚

11 800A 0.80 0.959 0.996 1.00 0.8 0.92 0.81 30kg/1枚

12 800B 1.00 1.128 1.145 1.00 0.8 1.12 0.81 30kg/1枚

13 800C 1.20 1.325 1.342 1.00 0.8 1.32 0.81 30kg/1枚

14 800F 1.40 2.302 2.319 1.04 0.8 1.52 0.81 30kg/1枚

15 800J 1.60 2.570 2.587 1.04 0.8 1.72 0.81 30kg/1枚

16 900D 1.00 1.308 1.327 1.14 0.9 1.12 1.00 37kg/1枚

17 900E 1.20 1.500 1.519 1.14 0.9 1.32 1.00 37kg/1枚

18 900F 1.40 2.580 2.654 1.14 0.9 1.52 1.00 37kg/1枚

19 900J 1.60 2.877 2.896 1.14 0.9 1.72 1.00 37kg/1枚

20 1000A 0.80 1.233 1.255 1.20 1.0 0.92 1.21 53kg/2枚

21 1000B 1.00 1.440 1.462 1.20 1.0 1.12 1.21 53kg/2枚

22 1000E 1.20 1.682 1.703 1.24 1.0 1.32 1.21 53kg/2枚

23 1000F 1.40 2.865 2.887 1.24 1.0 1.52 1.21 53kg/2枚

24 1000J 1.60 3.190 3.212 1.24 1.0 1.72 1.21 53kg/2枚

25 1200A 0.90 1.688 1.709 1.40 1.184 1.03 1.69 74kg/2枚

26 1200B 1.20 2.066 2.091 1.40 1.200 1.33 1.69 74kg/2枚

27 1200C 1.50 3.648 3.301 1.40 1.200 1.65 1.69 74kg/2枚

28 1500B 1.50 4.730 4.761 1.70 1.450 1.66 2.56 112kg/2枚

29 1500C 1.80 7.608 7.530 1.70 1.480 1.96 2.56 112kg/2枚

30 1500D 2.00 8.088 8.119 1.70 1.500 2.16 2.56 112kg/2枚

補足資料（グレーチング）

1000型未満の場合、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞはIB32×5×3使用し、１枚(W16)で計上。

1000型以上の場合、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞはIB38×5×3使用し、２枚(W16)で計上。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７２３０

数量表

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ枚数･規格 W16= 1 (H32*T5*4) 接続桝B1000未満
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ枚数･規格 W16= 2 (H38*T5*4) 接続桝B1000以上
桝外幅 B2= 表BQ7230(5)
桝内幅 B0= 表BQ7230(6)
桝外高 H1= 表BQ7230(7)
掘削法勾配 n1= 0.3
掘削法勾配 n1= 0.5
蓋重量区分 W9= 表BQ7230(10)
基礎幅 B1= B2+0.2
掘削下幅 B3= B2+(0.3-0.15*n1)*2
掘削断面 A0= ([C]*n1+B3)*[C]
天端高 H2= H1+0.15
埋戻断面 A1= A0-B1*[C]
埋戻断面 A1= A0-B1*0.15-B2*([C]-0.15)
埋戻断面 A1= A0-B1*0.15-B2*H1-(B3+[C]*n1+H2*n1)*([C]-H2)
接合長 L1= [G]*3*[F]
土量換算 AA= =1.00/0.9

V1 =A0*B2
V21 =A1*B2*AA
V2 =A1*B2
A2 =B1*B1
A6 =A2
V4 =A2*0.05
A3 (B1+B1)*2*0.05
A4 =表BQ7230(8)
V5 =L1*0.002

0.002=0.05^2/2+0.05*0.01
A5 =L1*0.071

0.071=0.05*2^0.5

[C] =掘削深(m)
[G] =取付サイズ
[F] =接合ヶ所数
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９２３０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】用水接続工 単 位 箇所

適 用 範 囲

１．ほ場整備工事の接続桝設置に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V1 ｍ3 施工単価

C 埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

C 基 礎

(4) 人力基面整正 A2 ｍ2 〃

(5) 基礎砕石工 t=10cm A6 ｍ2 〃

C 均しコン

(6) 生ｺﾝ打設 18N-8-40 V4 ｍ3 〃

(7) 型 枠 均しｺﾝ A3 ｍ2 〃

C 本 体

(8) 接続桝 (受枠無) 1.0 個 原 単 価

(8) 接続桝 (受枠有) 1.0 個 〃

(9) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ﾊﾞｯｸﾎｳ 1.0 個 施工単価0.45

(ｸﾚｰﾝ機能付)品類機械布設

(9) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製 1.0 個 施工単価ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

25t吊品類機械布設

(10) ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ Ｉ 型 A4 ｍ2 原 単 価

(11) 蓋板設置 W16 枚 施工単価

(12) ﾓﾙﾀﾙ練合せ １：２ V5 ｍ3 〃

(12) シール材 油 性 L1 ｍ 原 単 価

(13) ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 防水ﾓﾙﾀﾙ A5 ｍ2 施工単価

(14) 合 計 Σ(1)～(13)

(15) 単 価 1.0 箇所 (14)/1.0

53 Ｈ２８図集編・解説編（公表用）



標準設計ｺｰﾄﾞ ＢＱ９２３０

数量表

表 ＢＱ９２３０

[A] 規格 製品深 ｺｰﾄﾞ PR 重 量 (t) 外幅 内幅 外高 グレーチング原単価

受枠 受枠 受 枠 受 枠

[B] (m) なし 付 な し 付 (m) (m) (m) (m2) 重量(kg)

１ 600A 0.60 0.452 0.465 0.76 0.6 0.70 0.49 18kg/1枚

２ 600B 0.85 0.583 0.596 0.76 0.6 0.95 0.49 18kg/1枚

３ 600E 1.20 0.991 1.004 0.84 0.6 1.32 0.49 18kg/1枚

４ 600F 1.40 1.766 1.780 0.84 0.6 1.52 0.49 18kg/1枚

５ 600J 1.60 1.978 1.992 0.84 0.6 1.72 0.49 18kg/1枚

６ 700A 0.70 0.597 0.612 0.86 0.7 0.80 0.64 24kg/1枚

７ 700B 0.85 0.687 0.702 0.86 0.7 0.95 0.64 24kg/1枚

８ 700E 1.20 1.778 1.793 0.94 0.7 1.32 0.64 24kg/1枚

９ 700F 1.40 2.030 2.046 0.94 0.7 1.52 0.64 24kg/1枚

10 700J 1.60 2.270 2.286 0.94 0.7 1.72 0.64 24kg/1枚

11 800A 0.80 0.959 0.996 1.00 0.8 0.92 0.81 30kg/1枚

12 800B 1.00 1.128 1.145 1.00 0.8 1.12 0.81 30kg/1枚

13 800C 1.20 1.325 1.342 1.00 0.8 1.32 0.81 30kg/1枚

14 800F 1.40 2.302 2.319 1.04 0.8 1.52 0.81 30kg/1枚

15 800J 1.60 2.570 2.587 1.04 0.8 1.72 0.81 30kg/1枚

16 900D 1.00 1.308 1.327 1.14 0.9 1.12 1.00 37kg/1枚

17 900E 1.20 1.500 1.519 1.14 0.9 1.32 1.00 37kg/1枚

18 900F 1.40 2.580 2.654 1.14 0.9 1.52 1.00 37kg/1枚

19 900J 1.60 2.877 2.896 1.14 0.9 1.72 1.00 37kg/1枚

20 1000A 0.80 1.233 1.255 1.20 1.0 0.92 1.21 53kg/2枚

21 1000B 1.00 1.440 1.462 1.20 1.0 1.12 1.21 53kg/2枚

22 1000E 1.20 1.682 1.703 1.24 1.0 1.32 1.21 53kg/2枚

23 1000F 1.40 2.865 2.887 1.24 1.0 1.52 1.21 53kg/2枚

24 1000J 1.60 3.190 3.212 1.24 1.0 1.72 1.21 53kg/2枚

25 1200A 0.90 1.688 1.709 1.40 1.184 1.03 1.69 74kg/2枚

26 1200B 1.20 2.066 2.091 1.40 1.200 1.33 1.69 74kg/2枚

27 1200C 1.50 3.648 3.301 1.40 1.200 1.65 1.69 74kg/2枚

28 1500B 1.50 4.730 4.761 1.70 1.450 1.66 2.56 112/2枚

29 1500C 1.80 7.608 7.530 1.70 1.480 1.96 2.56 112/2枚

30 1500D 2.00 8.088 8.119 1.70 1.500 2.16 2.56 112/2枚

補足資料（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ）

1000型未満の場合、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞはIB32×5×3使用し、１枚(W16)で計上。

1000型以上の場合、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞはIB38×5×3使用し、２枚(W16)で計上。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ９２３０

数量表

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ枚数･規格 W16= 1 (H32*T5*4) 接続桝B1000未満
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ枚数･規格 W16= 2 (H38*T5*4) 接続桝B1000以上
桝外幅 B2= 表BQ9230(5)
桝内幅 B0= 表BQ9230(6)
桝外高 H1= 表BQ9230(7)
掘削法勾配 n1= 0.3
掘削法勾配 n1= 0.5
蓋重量区分 W9= 表BQ9230(10)
基礎幅 B1= B2+0.2
掘削下幅 B3= B2+(0.3-0.15*n1)*2
掘削断面 A0= ([C]*n1+B3)*[C]
天端高 H2= H1+0.15
埋戻断面 A1= A0-B1*[C]
埋戻断面 A1= A0-B1*0.15-B2*([C]-0.15)
埋戻断面 A1= A0-B1*0.15-B2*H1-(B3+[C]*n1+H2*n1)*([C]-H2)
接合長 L1= [G]*3*[F]
土量換算 AA= =1.00/0.9

V1 =A0*B2
V21 =A1*B2*AA
V2 =A1*B2
A2 =B1*B1
A6 =A2
V4 =A2*0.05
A3 (B1+B1)*2*0.05
A4 =表BQ9230(8)
V5 =L1*0.002

0.002=0.05^2/2+0.05*0.01
A5 =L1*0.071

0.071=0.05*2^0.5

[C] =掘削深(m)
[G] =取付サイズ
[F] =接合ヶ所数
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７２４０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７２６１

標準設計名称 ＢＦ水口工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事の小用水路の水口工に適用する。

標準設計明細構成内訳書

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 人力盛土埋戻 タンパ V1 ｍ3 施工単価

(2) 機械面仕上げ 人力盛土 A1 ｍ2 〃

法面

C 本 体

(3) BF掛口分水桝 1.0 個 原 単 価

(4) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾊﾞｯｸﾎｳ 1.0 個 施工単価0.45

(ｸﾚｰﾝ機能付)製品類布設

(5) 分水栓 φ125 1.0 個 原 単 価

(6) 同上布設 普通作業員 0.05 人 〃

(7) 硬質塩化ﾋﾞﾆｰ VU125 0.5 ｍ 施工単価

ﾙ管布設

(8) ﾓﾙﾀﾙ練合せ １：２ 0.001 ｍ3 〃

(8) シール材 油 性 0.44 ｍ 原 単 価

(9) ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 防水、壁面 0.015 ｍ2 施工単価

(10) 合 計 Σ(1)～(9)

(11) 単 価 1.0 箇所 (10)/1.0

数量表

表 ＢＱ７２４０

［１］ ＢＦ呼称 控除断面V0(m3) 重量(ｔ)

３ ３００ ０．１２０ ０．１０１

４ ３５０ ０．１５４ ０．１２８

５ ４００ ０．１８７ ０．１５０

６ ４５０ ０．２２４ ０．１７１

７ ５００ ０．２６９ ０．２０５

８ ５５０ ０．３２１ ０．２５１

９ ６００ ０．３６２ ０．２７５
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７２４０

数量表

ＢＦ水口工桝補足資料

断面１

ＢＦ型 上内幅 上厚 下内幅 下厚 内高 算出長
断面1
上幅

断面1
下幅

断面1高 控除量1

a1 d b1 t h L'=1-L2 a1+d*2 b1+t*2 h+t Ｖ１
300 300 30 260 40 200 540 0.360 0.340 0.240 0.045
350 350 35 300 45 235 530 0.420 0.390 0.280 0.060
400 400 40 345 50 260 530 0.480 0.445 0.310 0.076
450 450 40 390 50 295 530 0.530 0.490 0.345 0.093
500 500 45 435 55 320 520 0.590 0.545 0.375 0.111
550 550 45 475 60 355 520 0.640 0.595 0.415 0.133
600 600 45 520 60 380 520 0.690 0.640 0.440 0.152

断面２ VU125
ＢＦ型 外上幅 外下幅 外高 算出長 控除量１ 外径140 控除量

a3 b3 H L2 V2 V3 V=V1+V2+V3

300 460 450 320 460 0.067 0.008 0.120
350 530 520 350 470 0.086 0.008 0.154
400 600 590 370 470 0.103 0.008 0.187
450 650 640 405 470 0.123 0.008 0.224
500 720 710 440 480 0.151 0.008 0.269
550 780 770 485 480 0.180 0.008 0.321
600 830 820 510 480 0.202 0.008 0.362

桝等控除量 V0= 表BQ7240( 1)
桝重量区分 W4= 表BQ7240( 2)
盛土量 V1= ( [ B] -[D] +[C] *0. 5/2) *[C] -V0

A1 =[C] *1. 118
1. 118=( 1^ 2+0. 5^ 2) ^ 0. 5

[B]= 水路敷幅(m)
[C]= 盛土高(m)
[D]= 道路高(m)
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３３０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７３０１

標準設計名称 塩ビパイプライン工 単 位 ｍ

適用範囲

１．ほ場整備工事と一体的に行う場合に適用する。

２．普通地盤及び良好地盤に適用する。

標準設計明細構成内訳

１０ｍ当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

C 掘削

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 ｍ3 施工単価

C 整形工

(2) 基面整正 水平面 入力 ｍ2 〃

(3) 人力荒仕上げ 切土法面 入力 〃 〃

C 基礎工

(4) 基礎工(基床) 振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ 入力 ｍ3 〃

(5) 基礎工(管側) ﾀﾝﾊﾟ 入力 〃 〃

C 埋戻

(6) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 〃 〃

(7) 人力土工 入力 〃 〃

(8) 人力土工 入力 〃 〃

(9) 締固工 振動ﾛｰﾗ 入力 〃 〃

(10) 敷均・締固工 ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 入力 〃 〃

C 管布設

(11) 人力布設 入力 ｍ 〃管径200以下

(12) 機械布設 入力 〃 〃管径250以上

(13) 合 計 Σ(1)～(12)

(14) 単 価 (13)/10.0

（参考）１０ｍ当りの塩ビ管本数（Ｎ）

Ｎ＝（１０．０ｍ－継手材延長（０．２５ｍ））÷管長（５．０ｍ）

（注）Ｎは、小数点以下第３位四捨五入第２位止まりとする。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３３０

数量表

表 ＢＱ７３３０

[Ｂ] 呼称 外径 断面積 管底幅 基礎幅 基床厚 基礎断面 (m2)

(mm) Dc(m) AC(cm2) B1(m) B0(m) t1(m) 基床部 管側1層 管側2層

10 ５０ 0.060 28 0.50 0.44 0.10 0.047 0.028 －

11 ６５ 0.076 45 0.50 0.44 0.10 0.047 0.035 －

12 ７５ 0.089 62 0.50 0.44 0.10 0.047 0.041 －

13 １００ 0.114 102 0.50 0.44 0.10 0.047 0.051 －

14 １２５ 0.140 154 0.50 0.44 0.10 0.047 0.060 －

15 １５０ 0.165 214 0.50 0.44 0.10 0.047 0.069 －

16 ２００ 0.216 366 0.50 0.44 0.10 0.047 0.085 －

17 ２５０ 0.267 560 0.60 0.51 0.15 0.083 0.126 －

18 ３００ 0.318 794 0.80 0.71 0.15 0.113 0.095 0.110

19 ３５０ 0.370 1075 0.85 0.76 0.15 0.121 0.114 0.134

20 ４００ 0.420 1385 0.90 0.81 0.15 0.128 0.133 0.159

21 ４５０ 0.470 1734 0.95 0.86 0.15 0.136 0.153 0.186

22 ５００ 0.520 2123 1.00 0.88 0.20 0.188 0.174 0.215

23 ６００ 0.630 3116 1.10 0.98 0.20 0.208 0.220 0.280

補足資料、土木編P7-24(管底幅)､標準設計ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ(基床厚)普通地盤
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９３３０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】塩ビパイプライン工 単 位 ｍ

適用範囲

１．ほ場整備工事と一体的に行う場合に適用する。

２．普通地盤及び良好地盤に適用する。

標準設計明細構成内訳

１０ｍ当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

C 掘削

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 ｍ3 施工単価

C 整形工

(2) 基面整正 水平面 入力 ｍ2 〃

(3) 人力荒仕上げ 切土法面 入力 〃 〃

C 基礎工

(4) 基礎工(基床) 振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ 入力 ｍ3 〃

(5) 基礎工(管側) ﾀﾝﾊﾟ 入力 〃 〃

C 埋戻

(6) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 〃 〃

(7) 人力土工 入力 〃 〃

(8) 人力土工 入力 〃 〃

(9) 締固工 振動ﾛｰﾗ 入力 〃 〃

(10) 敷均・締固工 ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 入力 〃 〃

C 管布設

(11) 人力布設 入力 ｍ 〃管径200以下

(12) 機械布設 入力 〃 〃管径250以上

(13) 合 計 Σ(1)～(12)

(14) 単 価 (13)/10.0

（参考）１０ｍ当りの塩ビ管本数（Ｎ）

Ｎ＝（１０．０ｍ－継手材延長（０．２５ｍ））÷管長（５．０ｍ）

（注）Ｎは、小数点以下第３位四捨五入第２位止まりとする。
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標準設計コード ＢＱ９３３０

数量表

表 ＢＱ９３３０

[Ｂ] 呼称 外径 断面積 管底幅 基礎幅 基床厚 基礎断面 (m2)

(mm) Dc(m) AC(cm2) B1(m) B0(m) t1(m) 基床部 管側1層 管側2層

10 ５０ 0.060 28 0.50 0.44 0.10 0.047 0.028 －

11 ６５ 0.076 45 0.50 0.44 0.10 0.047 0.035 －

12 ７５ 0.089 62 0.50 0.44 0.10 0.047 0.041 －

13 １００ 0.114 102 0.50 0.44 0.10 0.047 0.051 －

14 １２５ 0.140 154 0.50 0.44 0.10 0.047 0.060 －

15 １５０ 0.165 214 0.50 0.44 0.10 0.047 0.069 －

16 ２００ 0.216 366 0.50 0.44 0.10 0.047 0.085 －

17 ２５０ 0.267 560 0.60 0.51 0.15 0.083 0.126 －

18 ３００ 0.318 794 0.80 0.71 0.15 0.113 0.095 0.110

19 ３５０ 0.370 1075 0.85 0.76 0.15 0.121 0.114 0.134

20 ４００ 0.420 1385 0.90 0.81 0.15 0.128 0.133 0.159

21 ４５０ 0.470 1734 0.95 0.86 0.15 0.136 0.153 0.186

22 ５００ 0.520 2123 1.00 0.88 0.20 0.188 0.174 0.215

23 ６００ 0.630 3116 1.10 0.98 0.20 0.208 0.220 0.280

補足資料、土木編P7-24(管底幅)､標準設計ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ(基床厚)普通地盤
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３４０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７３５１

標準設計名称 第１種取水工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事と一体的に行う第１種取水工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 V1 ｍ3 施工単価

C 法面仕上

(2) 人力基面整正 A6 ｍ2 〃

(2-1 人力荒仕上げ 土砂 A7 ｍ2 〃

C 基礎工

(3) 基礎処理工 V2 ｍ3 〃

(4) 基礎処理工 V3 ｍ3 〃

C 埋 戻

(5) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V5 ｍ3 〃

(6) 人力盛土埋戻 コンパクタ V6 ｍ3 〃

(7) ﾊﾝﾄﾞ式 V7 ｍ3 〃 管上深30cm超分振動ﾛｰﾗ締固め

(8) 人力盛土埋戻 V7 ｍ3 〃 〃

(9) 塩ビ管布設 VPφ75 [B] ｍ 〃 TS継手

(10) 〃 〃 H2+0.1 ｍ 〃 〃

(11) エルボ φ75 1.0 個 原 単 価

(12) ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾊﾞﾙﾌﾞ 〃 1.0 個 〃

(12) 給水栓 〃 1.0 個 〃

(田畑兼用)

(12) 自動給水栓 〃 1.0 個 〃

(13) 給水栓桝 W＝135kg 1.0 個 〃

(14) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45 1.0 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)製品類布設

(15) 伸縮目地 ﾌｨﾗｰA種 0.09 ｍ2 〃 t10mm

C フロート部

(16) 人力掘削 床 掘 0.019 ｍ3 〃

(17) B型HP布設 1種φ300 0.3 ｍ 〃

(18) 吸出防止ﾏｯﾄ t1mm 0.13 ｍ2 原 単 価

(19) 単粒度砕石 S20 0.006 ｍ3 〃

(20) 合 計 Σ(1)～(19)

(21) 単 価 1.0 箇所 (20)/1.0

数値諸元は、表BQ7330参照。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３４０

数量表

塩ビ管外径 W1= 表BQ7330(1)
管底幅 W3= 表BQ7330(3)
掘削下幅 W4= 表BQ7330(4)
基礎厚 W5= 表BQ7330(5)
基礎断面 W6= 表BQ7330(6)
管側１層目 W7= 表BQ7330(7)
管側２層目 W8= 表BQ7330(8)
埋戻管上0.3m W9= 表BQ7330(9)
基面整正延長 W10= W4
荒仕上げ延長 W64= 1.004*(W1+W5)*2
土被り W11= [C]-W1
掘削深 W12= [C]+W5
掘削上幅 W17= W12*0.3*2+W4
平均掘削幅 W19= (W4+W17)/2
掘削断面 W20= W12*W19
管頂0.3mの幅 W18= (W5+W1+0.3)*0.3*2+W4
管頂0.3m以上の断面 W23= (W17+W17-(W11-0.3)*0.3*2)/2*(W11-0.3)
人力埋戻 W31= W9*[B]
人力埋戻 W32= W23*[B]
振動ﾛｰﾗ締固め W32= W23*[B]

土量換算 AA= =1.00/0.9

V1 =W20*[B]
A6 =W10*[B]
A7 =W64*[B]
V2 =W6*[B]
V3 =W7*[B]
V5 =(W9+W23)*[B]*AA
V6 =W31
V7 =W32

[B] =横断長(m)
[C] =横断部管底深(m)
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９３４０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】第１種取水工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事と一体的に行う第１種取水工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 V1 ｍ3 施工単価

C 法面仕上

(2) 人力基面整正 A6 ｍ2 〃

(2-1 人力荒仕上げ 土砂 A7 ｍ2 〃

C 基礎工

(3) 基礎処理工 V2 ｍ3 〃

(4) 基礎処理工 V3 ｍ3 〃

C 埋 戻

(5) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V5 ｍ3 〃

(6) 人力盛土埋戻 コンパクタ V6 ｍ3 〃

(7) ﾊﾝﾄﾞ式 V7 ｍ3 〃 管上深30cm超分振動ﾛｰﾗ締固め

(8) 人力盛土埋戻 V7 ｍ3 〃 〃

(9) 塩ビ管布設 VPφ75 [B] ｍ 〃 TS継手

(10) 〃 〃 H2+0.1 ｍ 〃 〃

(11) エルボ φ75 1.0 個 原 単 価

(12) ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾊﾞﾙﾌﾞ 〃 1.0 個 〃

(12) 給水栓 〃 1.0 個 〃

(田畑兼用)

(12) 自動給水栓 〃 1.0 個 〃

(13) 給水栓桝 W＝135kg 1.0 個 〃

(14) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45 1.0 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)製品類布設

(15) 伸縮目地 ﾌｨﾗｰA種 0.09 ｍ2 〃 t10mm

C フロート部

(16) 人力掘削 床 掘 0.019 ｍ3 〃

(17) B型HP布設 1種φ300 0.3 ｍ 〃

(18) 吸出防止ﾏｯﾄ t1mm 0.13 ｍ2 原 単 価

(19) 単粒度砕石 S20 0.006 ｍ3 〃

(20) 合 計 Σ(1)～(19)

(21) 単 価 1.0 箇所 (20)/1.0

数値諸元は、表BQ9330参照。
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数量表

塩ビ管外径 W1= 表BQ9330(1)
管底幅 W3= 表BQ9330(3)
掘削下幅 W4= 表BQ9330(4)
基礎厚 W5= 表BQ9330(5)
基礎断面 W6= 表BQ9330(6)
管側１層目 W7= 表BQ9330(7)
管側２層目 W8= 表BQ9330(8)
埋戻管上0.3m W9= 表BQ9330(9)
基面整正延長 W10= W4
荒仕上げ延長 W64= 1.004*(W1+W5)*2
土被り W11= [C]-W1
掘削深 W12= [C]+W5
掘削上幅 W17= W12*0.3*2+W4
平均掘削幅 W19= (W4+W17)/2
掘削断面 W20= W12*W19
管頂0.3mの幅 W18= (W5+W1+0.3)*0.3*2+W4
管頂0.3m以上の断面 W23= (W17+W17-(W11-0.3)*0.3*2)/2*(W11-0.3)
人力埋戻 W31= W9*[B]
人力埋戻 W32= W23*[B]
振動ﾛｰﾗ締固め W32= W23*[B]

土量換算 AA= =1.00/0.9

V1 =W20*[B]
A6 =W10*[B]
A7 =W64*[B]
V2 =W6*[B]
V3 =W7*[B]
V5 =(W9+W23)*[B]*AA
V6 =W31
V7 =W32

[B] =横断長(m)
[C] =横断部管底深(m)
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３５０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７３５２

標準設計名称 第２種取水工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事と一体的に行う場合に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 塩ビ管布設 VPφ75 L1 ｍ 施工単価 TS継手

(2) ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾊﾞﾙﾌﾞ φ75 1.0 個 原 単 価

(2) 給水栓 〃 1.0 個 〃

(田畑兼用)

(2) 自動給水栓 〃 1.0 個 〃

(3) 給水栓桝 W＝135kg 1.0 個 〃

(4) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45 1.0 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)製品類布設

(5) 伸縮目地 ﾌｨﾗｰA種 0.09 ｍ2 〃 t10mm

C フロート部

(6) 人力掘削 床 掘 0.019 ｍ3 〃

(7) B型HP布設 1種φ300 0.3 ｍ 〃

(8) 吸出防止ﾏｯﾄ t1mm 0.13 ｍ2 原 単 価

(9) 単粒度砕石 S20 0.006 ｍ3 〃

(10) 合 計 Σ(1)～(9)

(11) 単 価 1.0 箇所 (10)/100

数量表

L1＝[B]－D1＋0.1

[B]＝本管管底深（ｍ）

D1＝管外径（ｍ）
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３６０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７３５３

標準設計名称 第３種取水工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事と一体的に行う場合に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

C 切 土

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 V1 ｍ3 施工単価

C 面仕上げ

(2) 人力基面整正 A6 ｍ2 〃

(2-1 人力荒仕上げ 土砂 A7 ｍ2 〃

C 基礎工

(3) 基礎処理工 V2 ｍ3 〃

(4) 基礎処理工 V3 ｍ3 〃

C 埋 戻

(5) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V5 ｍ3 〃

(6) 人力盛土埋戻 コンパクタ V6 ｍ3 〃

(7) ﾊﾝﾄﾞ式 V7 ｍ3 〃 管頂深0.3m超の時振動ﾛｰﾗ締固め

(8) 人力盛土埋戻 V7 ｍ3 〃 〃

(9) 塩ビ管布設 VPφ75 [B] ｍ 〃 横断部

(10) 塩ビ管布設 〃 L5 ｍ 〃 立上り部

(11) エルボ φ75 1.0 個 原 単 価

(12) ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾊﾞﾙﾌﾞ 〃 2.0 個 〃

(12) 給水栓 〃 2.0 個 〃

(田畑兼用)

(12) 自動給水栓 〃 2.0 個 〃

(13) 給水栓桝 2.0 個 〃

(14) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45 2.0 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)製品類布設

(15) 伸縮目地 ﾌｨﾗｰA種 0.18 ｍ2 〃 t10mm

C フロート部

(16) 人力掘削 床 掘 0.038 ｍ3 〃

(17) B型HP布設 1種φ300 0.60 ｍ 〃

(18) 吸出防止ﾏｯﾄ t1mm 0.26 ｍ2 原 単 価

(19) 単粒度砕石 S20 0.012 ｍ3 〃

(20) 合 計 Σ(1)～(19)

(21) 単 価 1.0 箇所 (20)/1.0

数値諸元は、表BQ7330参照。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３６０

数量表

塩ビ管外径 W1= 表BQ7330(1)
管底幅 W3= 表BQ7330(3)
掘削下幅 W4= 表BQ7330(4)
基礎厚 W5= 表BQ7330(5)
基礎断面 W6= 表BQ7330(6)
管側１層目 W7= 表BQ7330(7)
管側２層目 W8= 表BQ7330(8)
埋戻管上0.3m W9= 表BQ7330(9)
基面整正延長 W10= W4
荒仕上げ延長 W64= 1.004*(W1+W5)*2
土被り W11= [C]-W1
掘削深 W12= [C]+W5
掘削上幅 W17= W12*0.3*2+W4
平均掘削幅 W19= (W4+W17)/2
掘削断面 W20= W12*W19
管頂0.3mの幅 W18= (W5+W1+0.3)*0.3*2+W4
管頂0.3m以上の断面 W23= (W17+W17-(W11-0.3)*0.3*2)/2*(W11-0.3)
人力埋戻 W31= W9*[B]
人力埋戻 W32= W23*[B]
振動ﾛｰﾗ締固め W32= W23*[B]
土量換算 AA= =1.00/0.9

V1 =W20*[B]
A6 =W10*[B]
A7 =W64*[B]
V2 =W6*[B]
V3 =W7*[B]
V5 =(W9+W23)*[B]*AA
V6 =W31
V7 =W32
L5 =(W11+0.1)+([C]-W1/2-W37/2+0.1)

[B] =横断長(m)
[C] =横断部管底深(m)
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９３６０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】第３種取水工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事と一体的に行う場合に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

C 切 土

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 V1 ｍ3 施工単価

C 面仕上げ

(2) 人力基面整正 A6 ｍ2 〃

(2-1 人力荒仕上げ 土砂 A7 ｍ2 〃

C 基礎工

(3) 基礎処理工 V2 ｍ3 〃

(4) 基礎処理工 V3 ｍ3 〃

C 埋 戻

(5) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V5 ｍ3 〃

(6) 人力盛土埋戻 コンパクタ V6 ｍ3 〃

(7) ﾊﾝﾄﾞ式 V7 ｍ3 〃 管頂深0.6m超の時振動ﾛｰﾗ締固め

(8) 人力盛土埋戻 V7 ｍ3 〃 〃

(9) 塩ビ管布設 VPφ75 [B] ｍ 〃 横断部

(10) 塩ビ管布設 〃 L5 ｍ 〃 立上り部

(11) エルボ φ75 1.0 個 原 単 価

(12) ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾊﾞﾙﾌﾞ 〃 2.0 個 〃

(12) 給水栓 〃 2.0 個 〃

(田畑兼用)

(12) 自動給水栓 〃 2.0 個 〃

(13) 給水栓桝 2.0 個 〃

(14) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45 2.0 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)製品類布設

(15) 伸縮目地 ﾌｨﾗｰA種 0.18 ｍ2 〃 t10mm

C フロート部

(16) 人力掘削 床 掘 0.038 ｍ3 〃

(17) B型HP布設 1種φ300 0.60 ｍ 〃

(18) 吸出防止ﾏｯﾄ t1mm 0.26 ｍ2 原 単 価

(19) 単粒度砕石 S20 0.012 ｍ3 〃

(20) 合 計 Σ(1)～(19)

(21) 単 価 1.0 箇所 (20)/1.0

数値諸元は、表BQ9330参照。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ９３６０

数量表

塩ビ管外径 W1= 表BQ9330(1)
管底幅 W3= 表BQ9330(3)
掘削下幅 W4= 表BQ9330(4)
基礎厚 W5= 表BQ9330(5)
基礎断面 W6= 表BQ9330(6)
管側１層目 W7= 表BQ9330(7)
管側２層目 W8= 表BQ9330(8)
埋戻管上0.3m W9= 表BQ930(9)
基面整正延長 W10= W4
荒仕上げ延長 W64= 1.004*(W1+W5)*2
土被り W11= [C]-W1
掘削深 W12= [C]+W5
掘削上幅 W17= W12*0.3*2+W4
平均掘削幅 W19= (W4+W17)/2
掘削断面 W20= W12*W19
管頂0.3mの幅 W18= (W5+W1+0.3)*0.3*2+W4
管頂0.3m以上の断面 W23= (W17+W17-(W11-0.3)*0.3*2)/2*(W11-0.3)
人力埋戻 W31= W9*[B]
人力埋戻 W32= W23*[B]
振動ﾛｰﾗ締固め W32= W23*[B]
土量換算 AA= =1.00/0.9

V1 =W20*[B]
A6 =W10*[B]
A7 =W64*[B]
V2 =W6*[B]
V3 =W7*[B]
V5 =(W9+W23)*[B]*AA
V6 =W31
V7 =W32
L5 =(W11+0.1)+([C]-W1/2-W37/2+0.1)

[B] =横断長(m)
[C] =横断部管底深(m)
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標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７３５５

標準設計名称 空気弁工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事でパイプライン布設と一体的に行う場合の空気弁工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 基礎砕石工 t=10cm V1,V2 ｍ2 施工単価

(2) 生ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 18N-8-40 V3,V4 ｍ3 〃 小構

(3) 型枠工 小構 A1,A2 ｍ2 〃

(4) UF基礎ﾌﾞﾛｯｸ C型 1.0 個 原 単 価

(5) 普通作業員 同上布設 0.020 人 〃

(6) 鉄鋼小構造物 蓋板 G1,G2 ｔ 〃

製作

(7) 鉄鋼小構造物 G3,G4 ｔ 〃

運搬据付

(8) B型ﾋｭｰﾑ管 1種 0.70 ｍ 施工単価 D450，D600

機械布設

(9) 空気弁人力 急 排 1.0 基 〃

据付

(10) 両ﾌﾗﾝｼﾞ短管 φ80 1.0 本 原 単 価

(11) 合 計 Σ(1)～(10)

(12) 単 価 1.0 箇所 (11)/1.0

注）国標準図集「パイプライン付帯工」P291準用

数量表

空 気 弁 口 径

25mm 75mm

V1=0.72m2 V2=0.99m2

V3=0.06m3 V4=0.09m3

A1=0.54m2 A2=0.63m2

G1,G3=0.01t G2,G3=0.015t
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９３７０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】空気弁工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事でパイプライン布設と一体的に行う場合の空気弁工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 基礎砕石工 t=10cm V1,V2 ｍ2 施工単価

(2) 生ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 18N-8-40 V3,V4 ｍ3 〃 小構

(3) 型枠工 小構 A1,A2 ｍ2 〃

(4) UF基礎ﾌﾞﾛｯｸ C型 1.0 個 原 単 価

(5) 普通作業員 同上布設 0.020 人 〃

(6) 鉄鋼小構造物 蓋板 G1,G2 ｔ 〃

製作

(7) 鉄鋼小構造物 G3,G4 ｔ 〃

運搬据付

(8) B型ﾋｭｰﾑ管 1種 0.70 ｍ 施工単価 D450，D600

機械布設

(9) 空気弁人力 急 排 1.0 基 〃

据付

(10) 両ﾌﾗﾝｼﾞ短管 φ80 1.0 本 原 単 価

(11) 合 計 Σ(1)～(10)

(12) 単 価 1.0 箇所 (11)/1.0

注）国標準図集「パイプライン付帯工」P291準用

数量表

空 気 弁 口 径

25mm 75mm

V1=0.72m2 V2=0.99m2

V3=0.06m3 V4=0.09m3

A1=0.54m2 A2=0.63m2

G1,G3=0.01t G2,G3=0.015t
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３８０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７３５７

標準設計名称 制水弁工（ＨＰタイプ） 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事でパイプライン布設と一体的に行う場合の制水弁工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) UF基礎ﾌﾞﾛｯｸ C型 1.0 個 原 単 価

(2) 普通作業員 同上布設 0.02 人 〃

(3) 基礎砕石工 t=10cm 0.49 ｍ2 施工単価

(4) 生ｺﾝ人力打設 18N-8-40 0.04 ｍ3 〃 小構

(5) 型枠工 小構 0.45 ｍ2 〃

(6) 仕切弁 鋳鉄製 1.0 個 原 単 価 φ50～φ500

(6) 仕切弁 樹脂製 1.0 個 〃 φ50～φ350

(6) ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 ﾌﾗﾝｼﾞﾚｽ型 1.0 個 〃 φ400～φ600

(7) 制水弁 1.0 基 施工単価 鋳φ50～φ200

人力据付 樹φ50～φ250

(7) 制水弁 1.0 基 〃 鋳φ250～φ500

機械据付 樹φ300～φ350

ﾊﾞﾀﾌφ400～φ600

(8) B型HP布設 １種300mm 0.7 ｍ 〃

(9) 鉄鋼小構造物 蓋板 0.006 ｔ 原 単 価

製作

(10) 鉄鋼小構造物 0.006 ｔ 〃

運搬据付

(11) 合 計 Σ(1)～(10)

(12) 単 価 1.0 箇所 (11)/1.0

注）国標準図集「パイプライン付帯工」P138準用
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３８０

数量表

表 ＢＱ７３８０

［No2］ 口 径 布設種別 布設ｺｰﾄﾞ 制水弁種別

１１ ５０ｍｍ 人力 仕切弁

１２ ７５ｍｍ 人力 仕切弁

１３ １００ｍｍ 人力 仕切弁

１４ １２５ｍｍ 人力 仕切弁

１５ １５０ｍｍ 人力 仕切弁

１６ ２００ｍｍ 人力 仕切弁

１７ ２５０ｍｍ 人力･機械 仕切弁

１８ ３００ｍｍ 機械 仕切弁

１９ ３５０ｍｍ 機械 仕切弁

２０ ４００ｍｍ 機械 仕切弁･バタ弁

２１ ４５０ｍｍ 機械 仕切弁･バタ弁

２２ ５００ｍｍ 機械 仕切弁･バタ弁

２３ ６００ｍｍ 機械 バタ弁

・仕切弁(鋳鉄製)50mm～200mm，仕切弁(樹脂製)50mm～250mmの場合は人力布設。
・仕切弁(鋳鉄製)250mm～500mm，仕切弁(樹脂製)300mm～350mm，バタフライ弁(ﾌﾗﾝｼﾞﾚｽ形)

400mm～600mmの場合は機械布設。
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９３８０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】制水弁工（ＨＰタイプ） 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事でパイプライン布設と一体的に行う場合の制水弁工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) UF基礎ﾌﾞﾛｯｸ C型 1.0 個 原 単 価

(2) 普通作業員 同上布設 0.02 人 〃

(3) 基礎砕石工 t=10cm 0.49 ｍ2 施工単価

(4) 生ｺﾝ人力打設 18N-8-40 0.04 ｍ3 〃 小構

(5) 型枠工 小構 0.45 ｍ2 〃

(6) 仕切弁 鋳鉄製 1.0 個 原 単 価 φ50～φ500

(6) 仕切弁 樹脂製 1.0 個 〃 φ50～φ350

(6) ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 ﾌﾗﾝｼﾞﾚｽ型 1.0 個 〃 φ400～φ600

(7) 制水弁 1.0 基 施工単価 鋳φ50～φ200

人力据付 樹φ50～φ250

(7) 制水弁 1.0 基 〃 鋳φ250～φ500

機械据付 樹φ300～φ350

ﾊﾞﾀﾌφ400～φ600

(8) B型HP布設 １種300mm 0.7 ｍ 〃

(9) 鉄鋼小構造物 蓋板 0.006 ｔ 原 単 価

製作

(10) 鉄鋼小構造物 0.006 ｔ 〃

運搬据付

(11) 合 計 Σ(1)～(10)

(12) 単 価 1.0 箇所 (11)/1.0

注）国標準図集「パイプライン付帯工」P138準用
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標準設計ｺｰﾄﾞ ＢＱ９３８０

数量表

表 ＢＱ９３８０

［No2］ 口 径 布設種別 布設ｺｰﾄﾞ 制水弁種別

１１ ５０ｍｍ 人力 仕切弁

１２ ７５ｍｍ 人力 仕切弁

１３ １００ｍｍ 人力 仕切弁

１４ １２５ｍｍ 人力 仕切弁

１５ １５０ｍｍ 人力 仕切弁

１６ ２００ｍｍ 人力 仕切弁

１７ ２５０ｍｍ 人力･機械 仕切弁

１８ ３００ｍｍ 機械 仕切弁

１９ ３５０ｍｍ 機械 仕切弁

２０ ４００ｍｍ 機械 仕切弁･バタ弁

２１ ４５０ｍｍ 機械 仕切弁･バタ弁

２２ ５００ｍｍ 機械 仕切弁･バタ弁

２３ ６００ｍｍ 機械 バタ弁

・仕切弁(鋳鉄製)50mm～200mm，仕切弁(樹脂製)50mm～250mmの場合は人力布設。
・仕切弁(鋳鉄製)250mm～500mm，仕切弁(樹脂製)300mm～350mm，バタフライ弁(ﾌﾗﾝ

ｼﾞﾚｽ形)400mm～600mmの場合は機械布設。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７３９０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７３５８

標準設計名称 制水弁工（制水弁ボックス） 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事でパイプライン布設と一体的に行う場合の制水弁工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) UF基礎ﾌﾞﾛｯｸ C型 1.0 個 原 単 価

(2) 普通作業員 同上布設 0.02 人 〃

(3) 基礎砕石工 t=10cm 0.64 ｍ2 施工単価

(4) 制水弁桝 箱型 1.0 個 原 単 価

(5) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ (BOX蓋) 1.0 個 施工単価

製品類布設

(6) 〃 (BOX本体) 1.0 個 〃

(7) 〃 (BOX基礎) 1.0 個 〃

(8) 仕切弁 鋳鉄製 1.0 個 原 単 価 1-(1)の時

(8) 仕切弁 樹脂製 1.0 個 〃 1-(2)の時

(9) 制水弁据付 (人力) 1.0 個 施工単価 鋳φ50～φ200

樹φ50～φ250

(9) 〃 (機械) 1.0 個 〃 鋳φ250～φ350

樹φ300～φ350

(10) 合 計 Σ(1)～(9)

(11) 単 価 1.0 箇所 (10)/1.0
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７４００

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７３６１

標準設計名称 泥吐工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事でパイプライン布設と一体的に行う場合の泥吐工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V1 ｍ3 施工単価

C 基礎工

(2) 基礎処理工 V2 ｍ3 〃

(2-1 基礎処理工 V22 ｍ3 〃

(3) 人力基面整正 A6 ｍ2 〃

(4) 人力荒仕上げ 土砂 A7 ｍ2 〃

C 埋 戻

(5) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V3 ｍ3 〃

(6) 人力盛土埋戻 コンパクタ V5 ｍ3 〃

C 管 体

(7) 塩ビ管布設 ＶＰ管 L3 ｍ 〃

(8) 塩ビ短管 フランジ付 2.0 本 原 単 価

(9) 塩ビベント管 ４５゜ 1.0 個 〃

(10) 塩ビベント管 ９０゜ 1.0 個 〃

C 基礎工(基礎ﾌﾞﾛｯｸ部） (HP,BOX共通)

(11) UF基礎ﾌﾞﾛｯｸ C型 1.0 個 〃

(12) ﾌﾞﾛｯｸ据付 （人力） 0.02 人 施工単価

C 制水弁工(ＨＰタイプ）

(13) 基礎砕石工 t=10cm 0.49 ｍ2 〃

(14) 生ｺﾝ人力打設 18N-8-40 0.04 ｍ3 〃

(15) 型枠工 小 構 0.45 ｍ2 〃

(16) 仕切弁 鋳鉄・樹脂 1.0 個 〃 φ75～150

(17) 制水弁据付 (人力） 1.0 基 〃

(18) B型HP布設 1種300mm 0.7 ｍ 〃

(19) 蓋板 0.006 ｔ 原 単 価鉄鋼小構造物製作

(20) 〃 0.006 ｔ 〃運搬据付

C 制水弁工(ＢＯＸタイプ）

(21) 基礎砕石工 t=10cm 0.64 ｍ2 施工単価

(22) 制水弁桝 箱形 1.0 個 原 単 価

(23) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ (制水弁桝) 1.0 個 施工単価

製品類布設 (弁蓋） 1.0 個 〃

(弁底板） 1.0 個 〃
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７４００

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(24) 仕切弁 鋳鉄・樹脂 1.0 個 原 単 価 φ75～150

(25) 制水弁据付 (人力） 1.0 基 施工単価

C 接合費

(26) モルタル練合 １：２ V6 ｍ3 〃

(27) モルタル仕上 防水・壁面 A7 ｍ2 〃

Σ(1:10)+[(11:20)or(28) 合 計

(21:25)]+(26:27)

(29) 単 価 1.0 箇所 (28)/1.0

数量表 ＢＱ７４００

[A] 保 護 VP管 外径 断面積 基 礎 量 基面整正 荒仕上 弁規格 弁控除長

ﾀｲﾌﾟ 口径 Dc(m) Ac(cm2) V2(m3) V22(m3) A3(m2) A4(m2) L2(m)

1 ＨＰ型 100mm 0.114 102 0.047 0.051 0.44 0.447 φ100 0.25

2 ＢＯＸ型 100mm 0.114 102 0.047 0.051 0.44 0.447 〃 0.25

3 ＨＰ型 150mm 0.165 214 0.047 0.069 0.44 0.553 φ150 0.28

4 ＢＯＸ型 150mm 0.165 214 0.047 0.069 0.44 0.553 〃 0.28

5 ＨＰ型 75mm 0.089 62 0.047 0.041 0.44 0.395 φ75 0.24

6 ＢＯＸ型 75mm 0.089 62 0.047 0.041 0.44 0.395 〃 0.24

補足資料 BQ7380，BQ7390（制水弁工）参照

管外径 Dc= 表BQ7400 V1 =A1*[C]
管断面 Ac= 表BQ7400/10000 V2 =A0*[C]
管底幅 B1= 0.5 V22 =A2*[C]
掘削下幅 B0= 0.44 A6 =L1*[C]
基礎厚 ｔ1= 0.1 A7 =W64*[C]
基礎断面(管下) A0= V2（表BQ7400） V3 =A3*[C]*AA
基礎断面(管側) A2= V22（表BQ7401） V5 =A3*[C]
掘削下幅 B0= B1 L3 =[C]-L2
管上深 H2= [D]-Dc V6 =L5*0.001
掘削深 H1= [D]＋t1 0.001=0.025^2/2+0.05*0.01
掘削上幅 B2= H1*0.3*2+BO A7 =L5*0.035
掘削断面 A1= (B0+B2)/2*H1 0.035=(0.025^2*2)^0.5
管頂幅 B3= (Dc＋ｔ1)*0.3*2+B0
埋戻断面2 A3= (B2+B3)/2*H2 [C] =施工延長(m)
基面整正長 L1= 0.44(基礎有） [D] =平均管底深(m)
荒仕上げ長 W64= A4(表BQ7400)
基礎面仕上げ長 L1= 0.5[基礎無）
弁控除延長 L2= 表BQ7400
接合長 L5= Dc*3.14*1ヶ所
土量換算 AA= =1.00/0.9
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９４００

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】泥吐工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事でパイプライン布設と一体的に行う場合の泥吐工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V1 ｍ3 施工単価 2-(1)の時

C 基礎工

(2) 基礎処理工 V2 ｍ3 〃 4-(1)の時

(2-1 基礎処理工 V22 ｍ3 〃 〃

(3) 人力基面整正 A6 ｍ2 〃 2-(1)の時

(4) 人力荒仕上げ 土砂 A7 ｍ2 〃 〃

C 埋 戻

(5) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山積0.45m3 V3 ｍ3 〃 〃

(6) 人力盛土埋戻 コンパクタ V5 ｍ3 〃 〃

C 管 体

(7) 塩ビ管布設 ＶＰ管 L3 ｍ 〃

(8) 塩ビ短管 フランジ付 2.0 本 原 単 価

(9) 塩ビベント管 ４５゜ 1.0 個 〃

(10) 塩ビベント管 ９０゜ 1.0 個 〃 8-(1)の時

C 基礎工(基礎ﾌﾞﾛｯｸ部） (HP,BOX共通)

(11) UF基礎ﾌﾞﾛｯｸ C型 1.0 個 〃

(12) ﾌﾞﾛｯｸ据付 （人力） 0.02 人 〃

C 制水弁工(ＨＰタイプ） 1-(1,2,5,6,9,10)

(13) 基礎砕石工 t=10cm 0.49 ｍ2 施工単価 の時

(14) 生ｺﾝ人力打設 18N-8-40 0.04 ｍ3 〃

(15) 型枠工 小 構 0.45 ｍ2 〃

(16) 仕切弁 鋳鉄・樹脂 1.0 個 〃 φ75～150

(17) 制水弁据付 (人力） 1.0 基 〃

(18) B型HP布設 1種300mm 0.7 ｍ 〃

(19) 蓋板 0.006 ｔ 原 単 価鉄鋼小構造物製作

(20) 〃 0.006 ｔ 〃運搬据付

C 制水弁工(ＢＯＸタイプ） 1-(3,4,7,8,10,

(21) 基礎砕石工 t=10cm 0.64 ｍ2 施工単価 12)の時

(22) 制水弁桝 箱形 1.0 個 原 単 価
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標準設計ｺｰﾄﾞ ＢＱ９４００

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(23) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ (制水弁桝) 1.0 個 施工単価

製品機械布設 (弁蓋） 1.0 個 〃

(弁底板） 1.0 個 〃

(24) 仕切弁 鋳鉄・樹脂 1.0 個 原 単 価 φ75～150

(25) 制水弁据付 (人力） 1.0 基 施工単価

C 接合費

(26) モルタル練合 １：２ V6 ｍ3 〃

(27) モルタル仕上 防水・壁面 A7 ｍ2 〃

Σ(1:10)+[(11:20)or(28) 合 計

(21:25)]+(26:27)

(29) 単 価 1.0 箇所 (28)/1.0

数量表 ＢＱ９４００

[A] 保護 口径 外径 断面積 基 礎 量 基面整正 荒仕上 管径 弁規格 弁控除長

ﾀｲﾌﾟ (mm) Dc(m) Ac(cm2) V2(m3) V22(m3) A3(m2) A4(m2) T1501A T1519C L2(m)

1 ＨＰ型 100mm 0.114 102 0.047 0.051 0.44 0.447 13 3 0.25

2 ＢＯＸ型 100mm 0.114 102 0.047 0.051 0.44 0.447 13 3 0.25

3 ＨＰ型 150mm 0.165 214 0.047 0.069 0.44 0.553 15 5 0.28

4 ＢＯＸ型 150mm 0.165 214 0.047 0.069 0.44 0.553 15 5 0.28

5 ＨＰ型 75mm 0.089 62 0.047 0.041 0.44 0.395 12 2 0.24

6 ＢＯＸ型 75mm 0.089 62 0.047 0.041 0.44 0.395 12 2 0.24

補足資料 BQ9380制水弁工（ＨＰタイプ），BQ7390制水弁工（制水弁ボックス）参照

管外径 Dc= 表BQ9400 V1 =A1*[C]
管断面 Ac= 表BQ9400/10000 V2 =A0*[C]
管底幅 B1= 0.5 V22 =A2*[C]
掘削下幅 B0= 0.44 A6 =L1*[C]
基礎厚 ｔ1= 0.1 A7 =W64*[C]
基礎断面(管下) A0= V2（表BQ9400） V3 =A3*[C]*AA
基礎断面(管側) A2= V22（表BQ9401） V5 =A3*[C]
掘削下幅 B0= B1 L3 =[C]-L2
管上深 H2= [D]-Dc V6 =L5*0.001
掘削深 H1= [D]＋t1 0.001=0.025^2/2+0.05*0.01
掘削上幅 B2= H1*0.3*2+BO A7 =L5*0.035
掘削断面 A1= (B0+B2)/2*H1 0.035=(0.025^2*2)^0.5
管頂幅 B3= (Dc＋ｔ1)*0.3*2+B0
埋戻断面2 A3= (B2+B3)/2*H2 [C] =施工延長(m)
基面整正長 L1= 0.44(基礎有） [D] =平均管底深(m)
荒仕上げ長 W64= A4(表BQ9400)
基礎面仕上げ長 L1= 0.5[基礎無）
弁控除延長 L2= 表BQ9400
接合長 L5= Dc*3.14*1ヶ所
土量換算 AA= =1.00/0.9
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７４３０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７４０１・Ｔ７４０２

標準設計名称 排水フリューム水路工 単 位 ｍ

適用範囲

１．ほ場整備工事のＨＦ水路工に適用する。

標準設計明細構成内訳

10ｍ当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

C 掘削

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 ｍ3 施工単価

C 埋戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 〃 〃

(3) 人力土工 入力 〃 〃

C 整形工

(4) 基面整正 水平面 入力 ｍ2 〃

(5) 切土法面 入力 〃 〃機械法面整形

(6) 盛土法面 入力 〃 〃機械法面整形

C 溝畔工

(7) ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ運転 入力(T) hr 〃 参考-1

(8) 畦畔整形 機械 入力 ｍ 〃

C 本体

原単価＆登録単価(9) 排水ﾌﾘｭｰﾑ 入力 個

C 布設

(10) L=2000 入力 ｍ 施工単価排水ﾌﾘｭｰﾑ布設

(11) 機械小運搬 入力 ton 〃

(12) 合 計 Σ(1)～(11)

(13) 単 価 (12)/10.0

摘 要

１．排水フリュームの長さは２．０ｍ／本とする。

参考-1

溝畔種別 数量（T）

第１種（両溝畔） 0.014

第２種（片溝畔） 0.007

第３種（溝畔なし） 0.0
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７４３０

数量表

１．ＨＦ内高より製品厚さを決定する。

表 ＢＱ７４３０

ＨＦ高 壁 厚 底 厚 掘削余裕幅

［Ｆ］ t1(m) t2(m) B7(m)

３００ ０．０３５ ０．０５０ ０．３

４００ ０．０４０ ０．０５５ ０．３

５００ ０．０４０ ０．０５５ ０．３

６００ ０．０４５ ０．０６５ ０．３

７００ ０．０６０ ０．０７０ ０．３

８００ ０．０６０ ０．０８０ ０．３

９００ ０．０６０ ０．０８５ ０．３

１０００ ０．０８０ ０．１１０ ０．３

１１００ ０．０８０ ０．１１０ ０．３

１２００ ０．０９０ ０．１１０ ０．３

１３００ ０．０９５ ０．１４０ ０．３

１４００ ０．１０５ ０．１５０ ０．３

１５００ ０．１１０ ０．１６０ ０．３

１６００ ０．１１５ ０．１７０ ０．３

１７００ ０．１２０ ０．１８０ ０．３

１８００ ０．１２０ ０．１８０ ０．３

１９００ ０．１２５ ０．１９０ ０．３

２０００ ０．１２５ ０．１９０ ０．３

補足資料 （昭和ｶﾀﾛｸﾞ(H1200まで)＋大型ﾌﾘｭｰﾑ補足資料）
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９４３０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】排水フリューム水路工 単 位 ｍ

適用範囲

１．ほ場整備工事のＨＦ水路工に適用する。

標準設計明細構成内訳

10ｍ当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

C 掘削

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 ｍ3 施工単価

C 埋戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 〃 〃

(3) 人力土工 入力 〃 〃

C 整形工

(4) 基面整正 水平面 入力 ｍ2 〃

(5) 切土法面 入力 〃 〃機械法面整形

(6) 盛土法面 入力 〃 〃機械法面整形

C 溝畔工

(7) ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ運転 入力(T) hr 〃 参考-1

(8) 畦畔整形 機械 入力 ｍ 〃

C 本体

原単価＆登録単価(9) 排水ﾌﾘｭｰﾑ 入力 個

C 布設

(10) L=2000 入力 ｍ 施工単価排水ﾌﾘｭｰﾑ布設

(11) 機械小運搬 入力 ton 〃

(12) 合 計 Σ(1)～(11)

(13) 単 価 (12)/10.0

摘 要

１．排水フリュームの長さは２．０ｍ／本とする。

参考-1

溝畔種別 数量（T）

第１種（両溝畔） 0.014

第２種（片溝畔） 0.007

第３種（溝畔なし） 0.0
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標準設計ｺｰﾄﾞ ＢＱ９４３０

数量表

１．ＨＦ内高より製品厚さを決定する。

表 ＢＱ９４３０

ＨＦ高 壁 厚 底 厚 掘削余裕幅

［Ｆ］ t1(m) t2(m) B7(m)

３００ ０．０３５ ０．０５０ ０．３

４００ ０．０４０ ０．０５５ ０．３

５００ ０．０４０ ０．０５５ ０．３

６００ ０．０４５ ０．０６５ ０．３

７００ ０．０６０ ０．０７０ ０．３

８００ ０．０６０ ０．０８０ ０．３

９００ ０．０６０ ０．０８５ ０．３

１０００ ０．０８０ ０．１１０ ０．３

１１００ ０．０８０ ０．１１０ ０．３

１２００ ０．０９０ ０．１１０ ０．３

１３００ ０．０９５ ０．１４０ ０．３

１４００ ０．１０５ ０．１５０ ０．３

１５００ ０．１１０ ０．１６０ ０．３

１６００ ０．１１５ ０．１７０ ０．３

１７００ ０．１２０ ０．１８０ ０．３

１８００ ０．１２０ ０．１８０ ０．３

１９００ ０．１２５ ０．１９０ ０．３

２０００ ０．１２５ ０．１９０ ０．３

補足資料 （昭和ｶﾀﾛｸﾞ(H1200まで)＋大型ﾌﾘｭｰﾑ補足資料）
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７４９０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７４２１

標準設計名称 排水土水路工 単 位 ｍ

標 準 図

1:0.5

0.30

1:N1 1:N1

D H

平均深さ Ｈ=(Ｈ1+Ｈ2)/２

掘削底幅 Ｄ

適用範囲

１．ほ場整備工事の排水路工事に適用する。

標準設計明細構成内訳

10ｍ当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

C 掘削

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 ｍ3 施工単価

C 整形工

(2) 基面整正 水平面 〃 ｍ2 〃

(3) 基面整正 切土法面 〃 〃 〃

C 溝畔工

(4) ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ運転 入力(T) hr 〃 参考-1

C 法面仕上げ

(5) 畦畔整形 機械 入力 ｍ 〃

(6) 合 計 Σ(1)～(5)

(7) 単 価 1.0 ｍ (6)/10.0

参考-1

溝畔種別 数量（T)

第１種（両溝畔） 0.014

第２種（片溝畔） 0.007

第３種（溝畔なし） 0.0
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９４９０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】排水土水路工 単 位 ｍ

標 準 図

1:0.5

0.30

1:N1 1:N1

D H

平均深さ Ｈ=(Ｈ1+Ｈ2)/２

掘削底幅 Ｄ

適用範囲

１．ほ場整備工事の排水路工事に適用する。

標準設計明細構成内訳

10ｍ当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

C 掘削

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 入力 ｍ3 施工単価

C 整形工

(2) 基面整正 水平面 〃 ｍ2 〃

(3) 基面整正 切土法面 〃 〃 〃

C 溝畔工

(4) ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ運転 入力(T) hr 〃 参考-1

C 法面仕上げ

(5) 畦畔整形 機械 入力 ｍ 〃

(6) 合 計 Σ(1)～(5)

(7) 単 価 1.0 ｍ (6)/10.0

参考-1

溝畔種別 数量（T)

第１種（両溝畔） 0.014

第２種（片溝畔） 0.007

第３種（溝畔なし） 0.0
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７５００

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７４５１

標準設計名称 ＨＰ暗渠工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事のＨＰ暗渠工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

掘 削

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V1 ｍ3 施工単価

埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

振動ﾛｰﾗ締固め 管頂深30cm超分(4) ﾊﾝﾄﾞ式 V52 ｍ3 〃

(5) 人力盛土埋戻 V52 ｍ3 〃

C 基礎工

(6) 人力基面整正 A4 ｍ2 〃

(6-1 人力荒仕上げ 土砂 A5 ｍ2 〃

(7) 基礎処理工 V3 ｍ3 〃

C 本 体

(8) B型HP布設 L=2.43ｍ N1 ｍ 〃

(9) 合 計 Σ(1)～(8)

(10) 単 価 1.0 箇所 (9)/1.0

数量表

表 ＢＱ７５００

H P 外径 断面積 基礎厚 掘削勾配（1:0.5） 掘削勾配（1:0.3）

[Ａ] 規格 Dc(m) Ac(m2) H2(m) 基礎幅 基礎量 基面 人力 基礎幅 基礎量 基面 人力

整正 荒仕 整正 荒仕

(mm) B1(m) A1(m2) L1(m) L2(m) B1(m) A1(m2) L1(m) L2(m)

6 400 0.470 0.173 0.15 0.90 0.246 0.900 0.604 0.96 0.247 0.960 0.564

7 450 0.526 0.217 0.15 1.00 0.290 1.000 0.648 1.06 0.290 1.060 0.606

8 500 0.584 0.268 0.20 1.20 0.429 1.200 0.783 1.28 0.432 1.280 0.731

9 600 0.700 0.385 0.20 1.30 0.491 1.300 0.850 1.38 0.492 1.380 0.793

10 700 0.816 0.523 0.20 1.40 0.556 1.400 0.917 1.48 0.555 1.480 0.856

11 800 0.932 0.682 0.20 1.55 0.645 1.550 0.984 1.63 0.642 1.630 0.919

12 900 1.050 0.866 0.20 1.65 0.717 1.650 1.051 1.73 0.716 1.730 0.981

13 1000 1.164 1.064 0.30 1.65 0.962 1.650 1.342 1.77 0.962 1.770 1.253

補足資料、標準設計「コンクリート２次製品」
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７５００

算定式

管外径 DC =表BQ7500
管断面 AC =表BQ7500
基礎厚 H2 =表BQ7500
掘削深 H0 =[D]+DC+H2
土工計上延長 L0 =[B]-0.2
掘削法勾配 n1 =0.3 （掘削深により選定）
掘削法勾配 n1 =0.5 　　　〃
基礎底幅,基面整正 B1 =表BQ7500 　　　〃
基礎断面 A1 =表BQ7500 　　　〃
荒仕上げ長 L1 =表BQ7500 　　　〃
平均掘削幅 B9 =B1+H0*n1
掘削断面 A2 =(B1+H0*n1)*HO
埋戻断面 A3 =A2-AC-A1
管頂30掘削深 W50 =0.3+DC+H2
管頂30掘削断面 W52 =(掘削下幅+W50*n1)*W50
管頂30埋戻断面 W53 =W52-AC-A1
土量換算 AA =1.00/0.9

V1 =A2*L0
V21 =A3*L0*AA
V2 =A3*L0
V51 =W53*L0
V52 =( A2-W52) *L0
V52 =( A2-W52) *L0
A4 =B1*L0
A5 =L1*L0
V3 =A1*L0
N1 =[ B]

[B] =管渠部長(m)
[D] =平均管頂深(m)
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９５００

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】ＨＰ暗渠工 単 位 箇所

適 用 範 囲

１．ほ場整備工事のＨＰ暗渠工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

掘 削

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V1 ｍ3 施工単価

埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

(4) ﾊﾝﾄﾞ式 V52 ｍ3 〃 3-(1),5-(1)の時振動ﾛｰﾗ締固め

管頂深30cm超分(5) 人力盛土埋戻 V52 ｍ3 〃

C 基礎工

(6) 人力基面整正 A4 ｍ2 〃

(6-1 人力荒仕上げ 土砂 A5 ｍ2 〃

(7) 基礎処理工 V3 ｍ3 〃

C 本 体

(8) B型HP布設 L=2.43ｍ N1 ｍ 〃

(9) 合 計 Σ(1)～(8)

(10) 単 価 1.0 箇所 (9)/1.0

数量表

表 ＢＱ９５００

HP 外径 断面積 基礎厚 掘 削 勾 配（1:0.5） 掘 削 勾 配（1:0.3）

[Ａ] 規格 Dc(m) Ac(m2) H2(m) 基礎幅 基礎量 基面 人力 基礎幅 基礎量 基面 人力

整正 荒仕 整正 荒仕

(mm) B1(m) A1(m2) L1(m) L2(m) B1(m) A1(m2) L1(m) L2(m)

6 400 0.470 0.173 0.15 0.90 0.246 0.900 0.604 0.96 0.247 0.960 0.564

7 450 0.526 0.217 0.15 1.00 0.290 1.000 0.648 1.06 0.290 1.060 0.606

8 500 0.584 0.268 0.20 1.20 0.429 1.200 0.783 1.28 0.432 1.280 0.731

9 600 0.700 0.385 0.20 1.30 0.491 1.300 0.850 1.38 0.492 1.380 0.793

10 700 0.816 0.523 0.20 1.40 0.556 1.400 0.917 1.48 0.555 1.480 0.856

11 800 0.932 0.682 0.20 1.55 0.645 1.550 0.984 1.63 0.642 1.630 0.919

12 900 1.050 0.866 0.20 1.65 0.717 1.650 1.051 1.73 0.716 1.730 0.981

13 1000 1.164 1.064 0.30 1.65 0.962 1.650 1.342 1.77 0.962 1.770 1.253

補足資料、標準設計「コンクリート２次製品」
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ ５００

算定式

管外径 DC =表BQ9500
管断面 AC =表BQ9500
基礎厚 H2 =表BQ9500
掘削深 H0 =[D]+DC+H2
土工計上延長 L0 =[B]-0.2
掘削法勾配 n1 =0.3 （掘削深により選定）
掘削法勾配 n1 =0.5 　　　〃
基礎底幅,基面整正 B1 =表BQ9500 　　　〃
基礎断面 A1 =表BQ9500 　　　〃
荒仕上げ長 L1 =表BQ9500 　　　〃
平均掘削幅 B9 =B1+H0*n1
掘削断面 A2 =(B1+H0*n1)*HO
埋戻断面 A3 =A2-AC-A1
管頂30掘削深 W50 =0.3+DC+H2
管頂30掘削断面 W52 =(掘削下幅+W50*n1)*W50
管頂30埋戻断面 W53 =W52-AC-A1
土量換算 AA =1.00/0.9

V1 =A2*L0
V21 =A3*L0*AA
V2 =A3*L0
V51 =W53*L0
V52 =( A2-W52) *L0
V52 =( A2-W52) *L0
A4 =B1*L0
A5 =L1*L0
V3 =A1*L0
N1 =[ B]

[B] =管渠部長(m)
[D] =平均管頂深(m)
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７５２０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７４５５

標準設計名称 排水ボックス暗渠工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事の排水ボックス暗渠工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V1 ｍ3 施工単価

C 埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

(4) ﾊﾝﾄﾞ式 V52 ｍ3 〃 管頂深30cm超分振動ﾛｰﾗ締固め

(5) 人力盛土埋戻 V52 ｍ3 〃

C 基礎工

(6) 人力基面整正 A3 ｍ2 〃

(7) 基礎砕石工 t=10cm A6 ｍ2 〃

C 均しコン

(8) 生ｺﾝ人力打設 18N-8-40 V4 ｍ3 〃

(9) 型 枠 均しｺﾝ A4 ｍ2 〃

C 基礎コン

(10) 生ｺﾝ人力打設 21N-8-25 V5 ｍ3 〃

(11) 型枠工 小構 A5 ｍ2 〃

(12) 鉄筋加工組立 D13 G1 ｔ 〃

C 本 体

(13) ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ T14･2.0m N1 本 原 単 価

(13) 〃 T20･1.0m N1 本 〃

(13) 〃 T20･2.0m N1 本 〃

(13) 〃 (入力) N1 本 登録単価

(14) ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ [F] ｍ 施工単価

機械布設

(15) 合 計 Σ(1)～(14)

(16) 単 価 1.0 箇所 (15)/1.0

（参考）

明細ブロック条件で基礎砕石区分「有」，均し･基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ区分「有」を選択した場合，基礎砕
石工，均しコン･均しコン型枠はボックスカルバート機械据付工の施工単価の中で計上されるので
注意すること。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７５２０

数量表

表 ＢＱ７５２０

製 品 幅 壁 厚

[B]mm t1(m)

６００ ０．１２５

７００ ０．１２５

８００ ０．１２５

９００ ０．１２５

１０００ ０．１２５

１１００ ０．１２５

１２００ ０．１２５

１３００ ０．１２５

１４００ ０．１５０

１５００ ０．１５０

１６００ ０．１５０

１７００ ０．１５０

１８００ ０．１５０

１９００ ０．１５０

２０００ ０．１５０

２１００ ０．１８０

２２００ ０．１８０

２３００ ０．１８０

２４００ ０．１８０

２５００ ０．２００

２６００ ０．２００

２７００ ０．２００

２８００ ０．２００

２９００ ０．２００

３０００ ０．２５０

補足資料

BOX長さ/本 L0
BOX壁厚 t1= 表BQ7520
掘削法勾配 n1= 0.3
掘削法勾配 n1= 0.5
BOX外幅 B0= [B]+t1*2
BOX外高 H0= [C]+t1*2
基礎ｺﾝ幅 B1= B0+0.2
均しｺﾝ幅 B2= B1+0.2
基礎ｺﾝ長 L1= [F]-0.2
掘削下幅 B3= B1+(0.5-0.15*n1)*2
掘削断面 A1= ([G]*n1+B3)*[G]
天端高 H2= H0+0.30
埋戻断面
　[Ｇ]<0.15の時

A2= A1-B2*[G]

埋戻断面
　0.15<[Ｇ]<0.3の時

A2= A1-B2*0.15-B1*([G]-0.15)

埋戻断面
　0.3<[Ｇ]<H2の時

A2= A1-B2*0.15-B1*0.15-B0*([G]-0.30)

埋戻断面
　[Ｇ]＞H2の時

A2= A1-B2*0.15-B1*0.15-B0*H0

土被り300下掘削深 W50= 0.15+0.15+H0+0.3
土被り300下掘削断面 W52= (B3+W50*n1)*W50
土被り300下埋戻断面 W53= W52-B2*0.15-B1*0.15-B0*H0
縦筋長 L2= L1-0.1
横筋長 L3= B1-0.1
縦筋本数 N2= INT(L3/0.2+1.999)
横筋本数 N3= INT(L2/0.3+1.999)
鉄筋長 L4= L2*N2+L3*N3
平均掘削幅 B9= B2+0.6+[G]*n1
BH番号 W8= 1(0.35m3)
BH番号 W8= 2(0.60m3)
土量換算 AA= =1.00/0.9

[B]= BOX幅(m)
[C]= BOX高(m)
[F]= 暗渠延長(m)
[G]= 平均掘削深(m)

V1 =A1*L1 V5 =B1*0.15*L1
V21 =A2*L1*AA A5 =0.15*L1*2
V2 =A2*L1 [G]≦W50の時 G1 =L4*0.995/1000
V51 =W53*L1 [G]>W50の時 (D13)0.995kg/m
V52 =(A1-W52)*L1 　　〃
V52 =(A1-W52)*L1 　　〃
A3 =B2*L1
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９５２０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】排水ボックス暗渠工 単 位 箇所

適 用 範 囲

１．ほ場整備工事の排水ボックス暗渠工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V1 ｍ3 施工単価

C 埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

(4) ﾊﾝﾄﾞ式 V52 ｍ3 〃 12-(1),14-(1)の時振動ﾛｰﾗ締固め

(5) 人力盛土埋戻 V52 ｍ3 〃 管頂深30cm超分

C 基礎工

(6) 人力基面整正 A3 ｍ2 〃

C 基礎コン

(10) 生ｺﾝ人力打設 21N-8-25 V5 ｍ3 施工単価

(11) 型枠工 小構 A5 ｍ2 〃

(12) 鉄筋加工組立 D13 G1 ｔ 〃

C 本 体

(13) ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ T14･2.0m N1 本 原 単 価

(13) 〃 T20･1.0m N1 本 〃

(13) 〃 T20･2.0m N1 本 〃

(13) 〃 (入力) N1 本 登録単価

(14) ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ [F] ｍ 施工単価

機械布設

(15) 合 計 Σ(1)～(14)

(16) 単 価 1.0 箇所 (15)/1.0

（参考）

明細ブロック条件で基礎砕石区分「有」，均し･基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ区分「有」を選択した場合，基礎砕
石工，均しコン･均しコン型枠はがボックスカルバート機械据付工(S05021)の施工単価の中で計上
されるので注意すること。
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標準設計ｺｰﾄﾞ ＢＱ９５２０

数量表

表 ＢＱ９５２０

製 品 幅 壁 厚

[B]mm t1(m)

６００ ０．１２５

７００ ０．１２５

８００ ０．１２５

９００ ０．１２５

１０００ ０．１２５

１１００ ０．１２５

１２００ ０．１２５

１３００ ０．１２５

１４００ ０．１５０

１５００ ０．１５０

１６００ ０．１５０

１７００ ０．１５０

１８００ ０．１５０

１９００ ０．１５０

２０００ ０．１５０

２１００ ０．１８０

２２００ ０．１８０

２３００ ０．１８０

２４００ ０．１８０

２５００ ０．２００

２６００ ０．２００

２７００ ０．２００

２８００ ０．２００

２９００ ０．２００

３０００ ０．２５０

補足資料

BOX長さ/本 L0
BOX壁厚 t1= 表BQ9520
掘削法勾配 n1= 0.3
掘削法勾配 n1= 0.5
BOX外幅 B0= [B]+t1*2
BOX外高 H0= [C]+t1*2
基礎ｺﾝ幅 B1= B0+0.2
均しｺﾝ幅 B2= B1+0.2
基礎ｺﾝ長 L1= [F]-0.2
掘削下幅 B3= B1+(0.5-0.15*n1)*2
掘削断面 A1= ([G]*n1+B3)*[G]
天端高 H2= H0+0.30
埋戻断面
　[Ｇ]<0.15の時

A2= A1-B2*[G]

埋戻断面
　0.15<[Ｇ]<0.3の時

A2= A1-B2*0.15-B1*([G]-0.15)

埋戻断面
　0.3<[Ｇ]<H2の時

A2= A1-B2*0.15-B1*0.15-B0*([G]-0.30)

埋戻断面
　[Ｇ]＞H2の時

A2= A1-B2*0.15-B1*0.15-B0*H0

土被り300下掘削深 W50= 0.15+0.15+H0+0.3
土被り300下掘削断面 W52= (B3+W50*n1)*W50
土被り300下埋戻断面 W53= W52-B2*0.15-B1*0.15-B0*H0
縦筋長 L2= L1-0.1
横筋長 L3= B1-0.1
縦筋本数 N2= INT(L3/0.2+1.999)
横筋本数 N3= INT(L2/0.3+1.999)
鉄筋長 L4= L2*N2+L3*N3
平均掘削幅 B9= B2+0.6+[G]*n1
BH番号 W8= 1(0.35m3)
BH番号 W8= 2(0.60m3)
土量換算 AA= =1.00/0.9

[B]= BOX幅(m)
[C]= BOX高(m)
[F]= 暗渠延長(m)
[G]= 平均掘削深(m)

V1 =A1*L1 V5 =B1*0.15*L1
V21 =A2*L1*AA A5 =0.15*L1*2
V2 =A2*L1 [G]≦W50の時 G1 =L4*0.995/1000
V51 =W53*L1 [G]>W50の時 (D13)0.995kg/m
V52 =(A1-W52)*L1 　　〃
V52 =(A1-W52)*L1 　　〃
A3 =B2*L1
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７５４０

標準設計ｺｰﾄﾞ Ｔ７４６３

標準設計名称 排水接続工（接続桝） 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事の接続桝設置に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V1 ｍ3 施工単価

C 埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

C 面仕上げ

(4) 人力基面整正 A11 ｍ2 〃

(5) 機械面仕上げ 人力盛土 A12 ｍ2 〃

法面

(6) 〃 切土面 A13 ｍ2 〃

C 溝畔工

(7) 湿地ﾌﾞﾙ運転 16ｔ T1 hr 〃

(8) 畦畔整形 L5 ｍ 〃

(8) 機械面仕上げ 機械盛土 A14 ｍ2 〃

法面

(9) 〃 機械盛土 A15 ｍ2 〃

水平面

C 本 体

(10) 基礎砕石工 t=10cm A7 ｍ2 〃

(11) 機械小運搬 砕石 V3*1.20 ｍ3 〃

(12) 1.0 個 原 単 価接続桝(受枠無) (一般･深型)

(12) 1.0 個 〃接続桝(受枠有) (一般･深型)

(13) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ﾊﾞｯｸﾎｳ 1.0 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)品類機械布設

(13) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製 1.0 個 施工単価ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

品類機械布設 25t吊

(14) ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ Ⅰ型 A4 ｍ2 原 単 価

(15) 蓋板設置 鋼製蓋 W16 枚 施工単価

(16) 機械小運搬 桝 G1 ｔ 〃

(17) 機械小運搬 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ G2 ｔ 〃

C 接合費

(18) ﾓﾙﾀﾙ練合せ １：２ V5 ｍ3 〃

(18) ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 防水・壁面 A16 ｍ2 〃

(19) 合 計 Σ(1)～(18)

(20) 単 価 1.0 箇所 (19)/1.0

製品重量800kg以下／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(1次)山0.45(平0.35)2.9t吊

製品重量800kg超え／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(2次)山0.80(平0.60)2.9t吊
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７５４０

数量表

表 ＢＱ７５４０

[A] 規格 製品深 原単価ｺｰﾄﾞ 重量 (t) 外幅 内幅 外高 グレーチング

受枠 受枠 受枠 受枠

[B] (m) なし 付 なし 付 (m) (m) (m) (m2) 重量(kg)

１ 600A 0.60 0.452 0.465 0.76 0.6 0.70 0.49 18kg/1枚

２ 600B 0.85 0.583 0.596 0.76 0.6 0.95 0.49 18kg/1枚

３ 600E 1.20 0.991 1.004 0.84 0.6 1.32 0.49 18kg/1枚

４ 600F 1.40 1.766 1.780 0.84 0.6 1.52 0.49 18kg/1枚

５ 600J 1.60 1.978 1.992 0.84 0.6 1.72 0.49 18kg/1枚

６ 700A 0.70 0.597 0.612 0.86 0.7 0.80 0.64 24kg/1枚

７ 700B 0.85 0.687 0.702 0.86 0.7 0.95 0.64 24kg/1枚

８ 700E 1.20 1.778 1.793 0.94 0.7 1.32 0.64 24kg/1枚

９ 700F 1.40 2.030 2.046 0.94 0.7 1.52 0.64 24kg/1枚

10 700J 1.60 2.270 2.286 0.94 0.7 1.72 0.64 24kg/1枚

11 800A 0.80 0.959 0.996 1.00 0.8 0.92 0.81 30kg/1枚

12 800B 1.00 1.128 1.145 1.00 0.8 1.12 0.81 30kg/1枚

13 800C 1.20 1.325 1.342 1.00 0.8 1.32 0.81 30kg/1枚

14 800F 1.40 2.302 2.319 1.04 0.8 1.52 0.81 30kg/1枚

15 800J 1.60 2.570 2.587 1.04 0.8 1.72 0.81 30kg/1枚

16 900D 1.00 1.308 1.327 1.14 0.9 1.12 1.00 37kg/1枚

17 900E 1.20 1.500 1.519 1.14 0.9 1.32 1.00 37kg/1枚

18 900F 1.40 2.580 2.654 1.14 0.9 1.52 1.00 37kg/1枚

19 900J 1.60 2.877 2.896 1.14 0.9 1.72 1.00 37kg/1枚

20 1000A 0.80 1.233 1.255 1.20 1.0 0.92 1.21 53kg/2枚

21 1000B 1.00 1.440 1.462 1.20 1.0 1.12 1.21 53kg/2枚

22 1000E 1.20 1.682 1.703 1.24 1.0 1.32 1.21 53kg/2枚

23 1000F 1.40 2.865 2.887 1.24 1.0 1.52 1.21 53kg/2枚

24 1000J 1.60 3.190 3.212 1.24 1.0 1.72 1.21 53kg/2枚

25 1200A 0.90 1.688 1.709 1.40 1.184 1.03 1.69 74kg/2枚

26 1200B 1.20 2.066 2.091 1.40 1.200 1.33 1.69 74kg/2枚

27 1200C 1.50 3.648 3.301 1.40 1.200 1.65 1.69 74kg/2枚

28 1500B 1.50 4.730 4.761 1.70 1.450 1.66 2.56 112kg/2枚

29 1500C 1.80 7.608 7.530 1.70 1.480 1.96 2.56 112kg/2枚

30 1500D 2.00 8.088 8.119 1.70 1.500 2.16 2.56 112kg/2枚

補足資料（グレーチング）

1000型未満の場合、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞはIB32×5×3使用し、１枚(W16)で計上。

1000型以上の場合、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞはIB38×5×3使用し、２枚(W16)で計上。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７５４０

数量表

溝畔種別番号 １番 １種：両溝畔

２番 ２種：片溝畔

３番 ３種：無(既設）

掘削法勾配 n1= 0.5 V1= A5*B0
掘削法勾配 n1= 0.3 V21= A6*B0*AA
桝内幅 B= 表BQ7540 V2= A6*B0
桝外幅 B0= 表BQ7540 A11= B1*B1
桝外高 H0= 表BQ7540 A12= L1*B0
天端高 H1= H0+0.1 A13= L2*B0
基礎幅 B1= B0+0.2 T1= 0.07/100*N1*B0
控除面積 A1= B1*0.1+B0*H0 L5= N1*B0
法長係数 K1= (1^2+[J]^2)^0.5 A14= L3*N1*B0
溝畔数 N1= 3-[H] A15= [K]*N1*B0
接合部延長 L8= [F]*3*[G] A7= B1*B1
天端深 H2= [I]-H1 V3= A7*0.1
天端幅 B2= B+[L]*2 A4= 表BQ7540(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)
水路上幅 B3= B2+H2*[J]*2 W16= 表BQ7540(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)
掘削下幅 B4= B0+(0.3-0.1*n1)*2 G1= 表BQ7540(桝)
天端掘削幅 B5= B4+H1*n1*2 G2= 表BQ7540(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)
掘削平均幅 B9= (B3+B4)/2 V5= L8*0.002
桝上部断面 A2= (B2+B3)/2*H2 0.002=0.05^2/2+0.05*0.01
桝下掘削断面 A3= (B4+B5)/2*H1 A16= L8*0.071
天端差幅 B6= (B5-B2)/2 0.071=0.05*2^0.5
掘削線交差高 H3= B6/([J]-n1)
掘削断面 A5= A2+A3-[M] [F]= 接合ヶ所数

① 盛土法面長 L1= 0 [G]= 取付ｻｲｽﾞ(m)
切土法面長 L2= H2*K1*2 [H]= 溝畔種別番号
掘削断面 A5= A2+A3+H3*B6-[M] [I]= 掘削深(m)

② 盛土法面長 L1= H3*K1*2 [J]= 法勾配(割)
切土法面長 L2= (H2-H3)*K1*2 [K]= 溝畔幅(m)
掘削断面 A5= (B4+[I]*n1)*[I]-[M] [M]= 掘削控除断面積(m2)

③ 盛土法面長 L1= H2*K1*2
切土法面長 L2= 0
埋戻断面 A6= A5-A2-A1+[M]
溝畔法長 L3= 0.335+0.3*K1
溝畔平均法長 L4= L3/2
土量換算 AA= 1.00/0.9

適用条件
 　①H3<=0 (掘削線がｽﾃｯﾌﾟ内の時)
 　②0<H3<H2 (掘削線が法内の時)
 　③H3>=H2 (掘削線が田面の時)
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明細ﾌﾞﾛｯｸ工 ＢＱ９５４０

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 【被災地】排水接続工（接続桝） 単 位 箇所

適 用 範 囲

１．ほ場整備工事の接続桝設置に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V1 ｍ3 施工単価

C 埋 戻

(2) ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 山0.45,0.8 V21 ｍ3 〃

(3) 人力盛土埋戻 コンパクタ V2 ｍ3 〃

C 面仕上げ

(4) 人力基面整正 A11 ｍ2 〃

(5) 機械面仕上げ A12 ｍ2 〃人力盛土法面

(6) 〃 切土面 A13 ｍ2 〃

C 溝畔工

(7) 湿地ﾌﾞﾙ運転 16ｔ T1 hr 〃

(8) 畦畔整形 L5 ｍ 〃

(8) 機械面仕上げ A14 ｍ2 〃機械盛土法面

(9) 〃 A15 ｍ2 〃機械盛土水平面

C 本 体

(10) 基礎砕石工 t=10cm A7 ｍ2 〃

(11) 機械小運搬 砕石 V3*1.20 ｍ3 〃

(12) 1.0 個 原 単 価接続桝(受枠無) (一般･深型)

(12) 1.0 個 〃接続桝(受枠有) (一般･深型)

(13) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45 1.0 個 施工単価

(ｸﾚｰﾝ機能付)品類機械布設

(13) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 1.0 個 施工単価

品類機械布設 25t吊

(14) ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ Ⅰ 型 A4 ｍ2 原 単 価

(15) 蓋板設置 鋼製蓋 W16 枚 施工単価

(16) 機械小運搬 桝 G1 ｔ 〃

(17) 機械小運搬 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ G2 ｔ 〃

C 接合費

(18) ﾓﾙﾀﾙ練合せ １：２ V5 ｍ3 〃

(18) ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 防水・壁面 A16 ｍ2 〃

(19) 合 計 Σ(1)～(18)

(20) 単 価 1.0 箇所 (19)/1.0

製品重量800kg以下／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(1次)山0.45(平0.35)2.9t吊

製品重量800kg超え／個の時 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)排対型(2次)山0.80(平0.60)2.9t吊
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標準設計ｺｰﾄﾞ ＢＱ９５４０

数量表

表 ＢＱ９５４０

[A] 規格 製品深 ｺｰﾄﾞ PR 重 量 (t) 外幅 内幅 外高 グレーチング原単価

受枠 受枠 受枠 受枠

[B] (m) なし 付 なし 付 (m) (m) (m) (m2) 重量(kg)

１ 600A 0.60 0.452 0.465 0.76 0.6 0.70 0.49 18kg/1枚

２ 600B 0.85 0.583 0.596 0.76 0.6 0.95 0.49 18kg/1枚

３ 600E 1.20 0.991 1.004 0.84 0.6 1.32 0.49 18kg/1枚

４ 600F 1.40 1.766 1.780 0.84 0.6 1.52 0.49 18kg/1枚

５ 600J 1.60 1.978 1.992 0.84 0.6 1.72 0.49 18kg/1枚

６ 700A 0.70 0.597 0.612 0.86 0.7 0.80 0.64 24kg/1枚

７ 700B 0.85 0.687 0.702 0.86 0.7 0.95 0.64 24kg/1枚

８ 700E 1.20 1.778 1.793 0.94 0.7 1.32 0.64 24kg/1枚

９ 700F 1.40 2.030 2.046 0.94 0.7 1.52 0.64 24kg/1枚

10 700J 1.60 2.270 2.286 0.94 0.7 1.72 0.64 24kg/1枚

11 800A 0.80 0.959 0.996 1.00 0.8 0.92 0.81 30kg/1枚

12 800B 1.00 1.128 1.145 1.00 0.8 1.12 0.81 30kg/1枚

13 800C 1.20 1.325 1.342 1.00 0.8 1.32 0.81 30kg/1枚

14 800F 1.40 2.302 2.319 1.04 0.8 1.52 0.81 30kg/1枚

15 800J 1.60 2.570 2.587 1.04 0.8 1.72 0.81 30kg/1枚

16 900D 1.00 1.308 1.327 1.14 0.9 1.12 1.00 37kg/1枚

17 900E 1.20 1.500 1.519 1.14 0.9 1.32 1.00 37kg/1枚

18 900F 1.40 2.580 2.654 1.14 0.9 1.52 1.00 37kg/1枚

19 900J 1.60 2.877 2.896 1.14 0.9 1.72 1.00 37kg/1枚

20 1000A 0.80 1.233 1.255 1.20 1.0 0.92 1.21 53kg/2枚

21 1000B 1.00 1.440 1.462 1.20 1.0 1.12 1.21 53kg/2枚

22 1000E 1.20 1.682 1.703 1.24 1.0 1.32 1.21 53kg/2枚

23 1000F 1.40 2.865 2.887 1.24 1.0 1.52 1.21 53kg/2枚

24 1000J 1.60 3.190 3.212 1.24 1.0 1.72 1.21 53kg/2枚

25 1200A 0.90 1.688 1.709 1.40 1.184 1.03 1.69 74kg/2枚

26 1200B 1.20 2.066 2.091 1.40 1.200 1.33 1.69 74kg/2枚

27 1200C 1.50 3.648 3.301 1.40 1.200 1.65 1.69 74kg/2枚

28 1500B 1.50 4.730 4.761 1.70 1.450 1.66 2.56 112/2枚

29 1500C 1.80 7.608 7.530 1.70 1.480 1.96 2.56 112/2枚

30 1500D 2.00 8.088 8.119 1.70 1.500 2.16 2.56 112/2枚

補足資料（グレーチング）

1000型未満の場合、グレーチングはIB32×5×3使用し、１枚(W16)で計上。

1000型以上の場合、グレーチングはIB38×5×3使用し、２枚(W16)で計上。
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ９５４０

数量表

溝畔種別番号 １番 １種：両溝畔

２番 ２種：片溝畔

３番 ３種：無(既設）

掘削法勾配 n1= 0.5 V1= A5*B0
掘削法勾配 n1= 0.3 V21= A6*B0*AA
桝内幅 B= 表BQ9540 V2= A6*B0
桝外幅 B0= 表BQ9540 A11= B1*B1
桝外高 H0= 表BQ9540 A12= L1*B0
天端高 H1= H0+0.1 A13= L2*B0
基礎幅 B1= B0+0.2 T1= 0.07/100*N1*B0
控除面積 A1= B1*0.1+B0*H0 L5= N1*B0
法長係数 K1= (1^2+[J]^2)^0.5 A14= L3*N1*B0
溝畔数 N1= 3-[H] A15= [K]*N1*B0
接合部延長 L8= [F]*3*[G] A7= B1*B1
天端深 H2= [I]-H1 V3= A7*0.1
天端幅 B2= B+[L]*2 A4= 表BQ9540(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)
水路上幅 B3= B2+H2*[J]*2 W16= 表BQ9540(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)
掘削下幅 B4= B0+(0.3-0.1*n1)*2 G1= 表BQ9540(桝)
天端掘削幅 B5= B4+H1*n1*2 G2= 表BQ9540(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)
掘削平均幅 B9= (B3+B4)/2 V5= L8*0.002
桝上部断面 A2= (B2+B3)/2*H2 0.002=0.05^2/2+0.05*0.01
桝下掘削断面 A3= (B4+B5)/2*H1 A16= L8*0.071
天端差幅 B6= (B5-B2)/2 0.071=0.05*2^0.5
掘削線交差高 H3= B6/([J]-n1)
掘削断面 A5= A2+A3-[M] [F]= 接合ヶ所数

① 盛土法面長 L1= 0 [G]= 取付ｻｲｽﾞ(m)
切土法面長 L2= H2*K1*2 [H]= 溝畔種別番号
掘削断面 A5= A2+A3+H3*B6-[M] [I]= 掘削深(m)

② 盛土法面長 L1= H3*K1*2 [J]= 法勾配(割)
切土法面長 L2= (H2-H3)*K1*2 [K]= 溝畔幅(m)
掘削断面 A5= (B4+[I]*n1)*[I]-[M] [M]= 掘削控除断面積(m2)

③ 盛土法面長 L1= H2*K1*2
切土法面長 L2= 0
埋戻断面 A6= A5-A2-A1+[M]
溝畔法長 L3= 0.335+0.3*K1
溝畔平均法長 L4= L3/2
土量換算 AA= 1.00/0.9

適用条件
 　①H3<=0 (掘削線がｽﾃｯﾌﾟ内の時)
 　②0<H3<H2 (掘削線が法内の時)
 　③H3>=H2 (掘削線が田面の時)
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標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 落水工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事の落水工に適用する。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 人力床堀 V1 ｍ3 施工単価

(2) 人力盛土埋戻 人力タコ V2 ｍ3 〃

C 本体

(3) 落水工桝 Ⅲ型 1.0 個 原 単 価 Ⅲ型の時

(3) 落水工桝 1.0 個 〃 Ⅲ型FRC深型の時Ⅲ型FRC深型

(4) 落水工桝蓋 Ⅲ型 1.0 個 〃 Ⅲ型の時

(4) 落水工桝蓋 1.0 個 〃 Ⅲ型FRC深型の時Ⅲ型FRC深型

(5) 松板材 0.002 ｍ3 〃 Ⅲ型の時

(5) 松板材 0.004 ｍ3 〃 Ⅲ型FRC深型の時

C 落水工布設

(6) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製 落水工桝 1.0 個 施工単価

品類機械布設 ＋蓋

(7) 人力小運搬 手 車 0.082 ton 〃 小運搬が必要な時

（Ⅲ型）(落水工桝+蓋)

(7) 人力小運搬 手 車 0.062 ton 〃 小運搬が必要な時

（Ⅲ型FRC深型）(落水工桝+蓋)

(8) ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管 φ150 N1 本 原 単 価

(9) ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管 世話役 N2 人 〃

人力布設

(10) ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管 特殊作業員 N3 人 〃

人力布設

(11) ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管 普通作業員 N4 人 〃

人力布設

(12) 人力小運搬 人 肩 W1 ton 施工単価 小運搬が必要な時

(ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管)

C 接合費

(13) ﾓﾙﾀﾙ練合せ １：２ 0.001 ｍ3 〃 ﾓﾙﾀﾙ(1:2)の時

補修ﾓﾙﾀﾙ+ｼｰﾙ材の時(13) シール材 油 性 1.086 ｍ 原 単 価

(13) モルタル工 防水･壁面 0.038 ｍ2 施工単価 〃

(14) 合 計 Σ(1)～(12)

(15) 単 価 1.0 箇所 (13)/1.0
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算 定 式

１．落水工桝（Ⅲ型）の時

項 目 算 定 式

ﾎﾟﾘ製ｺﾙｹﾞｰﾄ管外径(ｍ) 0.173

掘削深(ｍ) 0.273

管部土工延長 L1(ｍ) パイプ延長-0.2

管部掘削断面 A0(ｍ2) 0.186=(0.6+0.764)/2*0.273

管断面 Ap(ｍ2) 0.024=0.173^2*π/4

桝部掘削下幅 B1(ｍ) 0.600=0.4+0.1*2

桝部掘削高 H1(ｍ) 0.400=(0.51*0.22+(0.51+0.21)/2*0.13+0.21*0.1)/0.45

桝部掘削上幅 B2(ｍ) 0.840=0.6+0.400*0.3*2

桝部掘削量 V0(ｍ3) 0.130=(0.840+0.60)/2*0.400*0.45

桝部控除量 Vm(ｍ3) 0.064=((0.21+0.51)/2*0.13+0.51*0.22)*0.4

人力床堀量 V1(ｍ3) V0+A0*L1

人力埋戻量 V2(ｍ3) V1-Vm-Ap*L1

松板材 0.002=0.3*0.4*0.02

２．落水工桝（Ⅲ型ＦＲＣ深型）の時

項 目 算 定 式

ﾎﾟﾘ製ｺﾙｹﾞｰﾄ管外径(ｍ) 0.173

掘削深(ｍ) 0.273

管部土工延長 L1(ｍ) パイプ延長-0.2

管部掘削断面 A0(ｍ2) 0.178=(0.57+0.734)/2*0.273

管断面 Ap(ｍ2) 0.024=0.173^2*π/4

桝部掘削下幅 B1(ｍ) 0.570=0.37+0.1*2

桝部掘削高 H1(ｍ) 0.562=(0.675*0.195+(0.675+0.385)/2*0.13+0.385*0.1)/0.425

桝部掘削上幅 B2(ｍ) 0.907=0.57+0.562*0.3*2

桝部掘削量 V0(ｍ3) 0.176=(0.907+0.57)/2*0.562*0.425

桝部控除量 Vm(ｍ3) 0.074=((0.385+0.675)/2*0.13+0.675*0.195)*0.37

人力床堀量 V1(ｍ3) V0+A0*L1

人力埋戻量 V2(ｍ3) V1-Vm-Ap*L1

松板材 0.004=0.3*0.6*0.02

３．落水工桝（Ⅲ型，Ⅲ型ＦＲＣ深型）共通部

ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管 N1(本) パイプ延長/5.0

ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管布設N2(人) パイプ延長*0.009 (世話役)

ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管布設N3(人) パイプ延長*0.013 (特殊作業員)

ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管布設N4(人) パイプ延長*0.019 (普通作業員)

パイプ延長*0.001ﾎﾟﾘｺﾙｹﾞｰﾄ管小運搬W1(人)

ﾓﾙﾀﾙ練合わせ (ｍ3) 0.001=1.086*0.001 *0.001=0.025 2/2+0.05*0.01＾

シール材 (ｍ) 1.086=0.173*π*2

モルタル工 (ｍ2) 0.038=1.086*0.035 *0.035=0.025*2 0.5＾
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明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７６００

標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 吸水渠工 単 位 ｍ

標 準 図

0.3 二次埋戻

平均掘削深

もみがら

○

0.15

適用範囲

１．ほ場整備工事の吸水渠工及び補助吸水渠工に適用する。

２．吸水渠の標準勾配は、１／５００を標準とする。

３．掘削深が５０ｃｍ以上に適用する。
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標準設計明細構成内訳

100ｍ当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 暗渠排水工 35KW 100 ｍ 施工単価

(ﾄﾚﾝﾁｬｰ掘削)

C 二次埋戻

(2) ﾄﾗｸﾀ運転 30～44KW 0.24 hr 〃

(3) 暗渠排水工 100 ｍ 〃

(排水管布設)

(4) 暗渠排水工 100 ｍ 〃 もみがら

(被覆材投入)

(5) 吸水渠 φ50～75 100 ｍ 〃

(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管)

(6) 暗渠排水工 吸水管 100 ｍ 〃 小運搬が必要な時

(7) もみがら V1 ｍ3 原 単 価

（現着）

(8) 暗渠排水工 もみがら V1 ｍ3 施工単価 小運搬が必要な時

(9) 合 計 Σ(1)～(8)

(10) 単 価 1.0 ｍ (9)/100.0

表 1 吸水渠諸源-

呼径 管外径 有効長 重 量 重 量

(ｍ) (ｍ) (kg/本) (100m当)

50 0.054 4.000 1.27 31.75

60 0.064 4.000 1.68 42.00

65 0.070 4.000 1.90 47.50

75 0.080 4.000 2.39 59.75

100 0.106 4.000 3.83 95.75

125 0.132 3.875 5.19 133.94

参考-1 もみがら断面積(ｍ2) 参考-2 もみがら量(ｍ3) 100m当たり

呼径 掘削深（ｍ） 呼径 掘削深（ｍ）

0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9

50 0.028 0.043 0.058 0.073 0.088 50 3.64 5.59 7.54 9.49 11.44

60 0.027 0.042 0.057 0.072 0.087 60 3.51 5.46 7.41 9.36 11.31

65 0.026 0.041 0.056 0.071 0.086 65 3.38 5.33 7.28 9.23 11.18

75 0.025 0.040 0.055 0.070 0.085 75 3.25 5.20 7.15 9.10 11.05

もみがら断面積= 100m当たりもみがら量（Ｖ１）=

(掘削深-0.3)×0.15-管外径 もみがら断面積(参考-1)×100(m)×1.32×π÷4

(もみがら断面積は小数点以下第4位四捨五入、3位止め) (もみがら量は小数点以下第3位四捨五入、2位止め)
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標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 集水渠工 単 位 ｍ

標 準 図

二次埋戻

平均掘削深

0.3 一次埋戻

○

0.15 集水管

適用範囲

１．ほ場整備工事の集水渠工に適用する。

２．集水渠の標準勾配は、１／５００を標準とする。

３．掘削深が５０ｃｍ以上に適用する。

標準設計明細構成内訳

100ｍ当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 暗渠排水工 35KW 100 ｍ 施工単価

(ﾄﾚﾝﾁｬｰ掘削)

C 一次埋戻

(2) 人力盛土埋戻 人力タコ V1( ) ｍ3 〃入力値

C 二次埋戻

(3) ﾄﾗｸﾀ運転 30～44KW 0.24 hr 〃

(4) 暗渠排水工 100 ｍ 〃

(排水管布設)

(5) 集水渠 φ50～125 100 ｍ 〃

(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管)

(6) 暗渠排水工 100 ｍ 〃 小運搬が必要の時

(小運搬)

(7) 合 計 Σ(1)～(6)

(8) 単 価 1.0 ｍ (7)/100
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表 1 集水渠諸源-

呼径 管外径 有効長 重 量 重 量

(ｍ) (ｍ) (kg/本) (100m当)

50 0.054 4.000 1.27 31.75

60 0.064 4.000 1.68 42.00

65 0.070 4.000 1.90 47.50

75 0.080 4.000 2.39 59.75

100 0.106 4.000 3.83 95.75

125 0.132 3.875 5.19 133.94

参考－１ 一次埋戻量

呼径 管外径 断面 埋戻量

(m) (m2) (kg/本)

50 0.054 0.051 5.100

60 0.064 0.051 5.100

65 0.070 0.052 5.200

75 0.080 0.052 5.200

100 0.106 0.052 5.200

125 0.132 0.051 5.100

2×π÷4)×100100m当たり人力埋戻量(V1)=((管外径＋0.3)×0.15-管外径

(人力埋戻量は小数点以下第４位四捨五入、３位止め)
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標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 水閘工 単 位 箇所

適用範囲

１．ほ場整備工事の水閘工に適用する。

２．ポリ集水管取付に適用する。

３．水閘は塩ビ製水平型とし、吐出管はＶＵ管を標準とする。

標準設計明細構成内訳

１箇所当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 暗渠排水工 L1( ) ｍ 施工単価入力値

(ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削)

(2) 人力盛土埋戻 人力タコ V1( ) ｍ3 〃入力値

(3) 暗渠排水工 吐出管 L1( ) ｍ 〃入力値

(排水管布設)

(4) 塩ビ管 VUφ65 N1( ) 本 原 単 価入力値

～φ125

(5) ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞｿｹｯﾄ φ65～125 1.0 個 〃 φ60mm以外の時

(5) 〃 60×65 1.0 個 〃 φ60mmの時

(6) 暗渠排水工 水 閘 L2 ｍ 施工単価

(排水管布設)

(7) 水 閘 塩ビ製 1.0 個 原 単 価

(8) 暗渠排水工 管＋水閘 L3 ｍ 施工単価 小運搬が必要な時

(小運搬)

(9) ｺﾝｸﾘｰﾄはつり t=6cm A1( ) ｍ2 〃入力値

C 接合費

(10) ﾓﾙﾀﾙ練合せ １：２ 0.001 ｍ3 〃 モルタルの時

(10) ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 防水、壁面 A2( ) ｍ2 〃 補修用ﾓﾙﾀﾙの時入力値

(11) 吸出防止材 t=1mm 0.09 ｍ2 原 単 価

(12) 合 計 Σ(1)～(11)

(13) 単 価 1.0 箇所 (12)/1.0
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算定式

１．暗渠排水工（Ｌ１）＝吐出管長（ｍ）

２．人力埋戻量（Ｖ１）＝（（掘削深×0.3－管断面積）×吐出管長）－（管断面積×掘削深）

＊（管断面積＝管外径 ×π÷４）２

（人力埋戻量は小数点以下第４位四捨五入、３位止め）

吐出管諸源（塩ビ管）表-1

呼 径 管外径 有効長 重 量 重 量 管断面積

（ｍ） （ｍ） (kg/本) (kg/m) (m2)

50 0.060 4.000 2.08 0.521 0.003

65 0.076 4.000 3.30 0.825 0.005

75 0.089 4.000 4.64 1.159 0.007

100 0.114 4.000 6.95 1.737 0.011

125 0.140 4.000 10.96 2.739 0.016

※集水管が60mmの場合、ポリ塩ビ異径ソケットを使用し、塩ビ管65mmとする。

３．塩ビ管本数（Ｎ１）＝（吐出管長－管外径）÷有効長(4.0)

（塩ビ管本数は小数点以下第４位四捨五入、３位止め）

４．暗渠排水工（Ｌ２）水閘＝水閘高（ｍ）

※収納式水閘は水閘高1.5mとして算定する。

５．暗渠排水工（Ｌ３）管＋水閘＝吐出管長（ｍ）＋水閘高（ｍ）

※収納式水閘は水閘高1.5mとして算定する。

６．人力ｺﾝｸﾘｰﾄはつり量（Ａ１）＝管外径 ×π÷4.0２

（人力ｺﾝｸﾘｰﾄはつり量は小数点以下第４位四捨五入、３位止め）

７．モルタル仕上げ量（Ａ２）＝管外径×π×0.035

（モルタル仕上げ量は小数点以下第４位四捨五入、３位止め）
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標準設計ｺｰﾄﾞ －

標準設計名称 もみがら補助暗渠工 単 位 ｍ

標 準 図

トラクタ埋戻

平均掘削深

もみがら

0.15

適用範囲

１．ほ場整備工事のもみがら補助暗渠工に適用する。

２．もみがら補助暗渠は、トレンチャーにより田面から深さ50cmで水平に施工することを

標準とする。

標準設計明細構成内訳

100ｍ当り算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考

(1) 暗渠排水工 35KW 100 ｍ 施工単価

(ﾄﾚﾝﾁｬｰ掘削)

C 二次埋戻

(2) ﾄﾗｸﾀ運転 30～44KW 0.24 hr 〃

(3) 暗渠排水工 100 ｍ 〃

(被覆材投入)

(4) もみがら 5.85 ｍ3 原 単 価

（現着）

(5) 暗渠排水工 もみがら 5.85 ｍ3 施工単価 小運搬が必要な時

(小運搬)

(6) 合 計 Σ(1)～(5)

(7) 単 価 1.0 ｍ (6)/100
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標準設計ｺｰﾄﾞ －
標準設計名称 湧水処理工 単 位 箇所

適用範囲
１．ほ場整備工事の湧水処理工に適用する。
２．標準勾配は１／５００とし、現場条件により変更するものとする。

標準設計明細構成内訳
１箇所当たり算出

名 称 規 格 コード 数 量 単位 単 価 備 考
C 吸水渠工

(1) 暗渠排水工 L1 ｍ 施工単価(入力値)

(ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削)
(2) 人力盛土埋戻 ｺﾝﾊﾟｸﾀ V1 ｍ3 〃
(3) 暗渠排水工 L1 ｍ 〃(入力値)

(排水管布設)
(4) 暗渠排水工 もみがら L1 ｍ 〃(入力値)

(被覆材投入) ，砕石
(入力値) Ⅰ種：ポリ＋もみがらの時(5) ポリ吸水管 φ50～125 L1 ｍ 原 単 価

Ⅱ種：塩ビ＋砕石の時(5) 塩ビ有孔管 〃 N1 本 〃
(6) 暗渠排水工 ﾎﾟﾘ吸水管, L1 ｍ 施工単価 小運搬が必要な時(入力値)

(小運搬) 塩ﾋﾞ有孔管
Ⅰ種：ポリ＋もみがらの時(7) もみがら （現着） V2 ｍ3 原 単 価
Ⅱ種：塩ビ＋砕石の時(7) ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ C-40,RC-40 V3 ｍ3 〃

(8) 暗渠排水工 もみがら V2 ｍ3 施工単価 小運搬が必要な時
(小運搬)

(8) 暗渠排水工 砕 石 V3 ｍ3 〃 小運搬が必要な時
(小運搬)
集水渠＋水閘部C

(9) 暗渠排水工 L2 ｍ 〃
(ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削)

(10) 人力盛土埋戻 人力ﾀｺ V4 ｍ3 〃 集水渠部(入力値)

(11) 〃 ｺﾝﾊﾟｸﾀ V5 ｍ3 〃 〃(入力値)

(12) 〃 人力ﾀｺ V6 ｍ3 〃 水閘部(L2m)(入力値)

(13) 暗渠排水工 L3 ｍ 〃
(排水管布設)

(14) 塩ビ管 φ50～125 N2 本 原 単 価(入力値)

Ⅰ種：ポリ＋もみがら(15) ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞｿｹｯﾄ 〃 1.0 個 〃
の時でφ60mm以外の時

Ⅰ種：ポリ＋もみがら(15) 〃 60×65 1.0 個 〃
の時でφ60mmの時

(16) 水閘(塩ﾋﾞ製) φ50～125 1.0 個 〃 h=1.5m
(17) 暗渠排水工 管＋水閘 L3 ｍ 施工単価 小運搬が必要な時

(小運搬)
(18) ｺﾝｸﾘｰﾄはつり t=6cm A1 ｍ2 〃(入力値)

(19) ﾓﾙﾀﾙ練合せ １：２ 0.001 ｍ3 〃 モルタルの時
(19) ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 防水,壁面 A2 ｍ2 〃 補修用モルタルの時(入力値)

(20) 吸出防止材 t=1mm 0.09 ｍ2 原 単 価
(21) 合 計 Σ(1)～(20)
(22) 単 価 1.0 箇所 (21)/1.0

142 Ｈ２８図集編・解説編（公表用）



明細ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾄﾞ ＢＱ７６４０

ポリエチレン管の規格諸源 塩ビ有孔管の規格諸源表-1 表-2
呼径 管外径 有効長 重 量 呼径 管外径 有効長 重 量

(ｍ) (ｍ) (kg/本) （ｍ） （ｍ） (kg/本)
50 0.054 4.000 1.27 50 0.060 3.95 2.1
60 0.064 4.000 1.68 65 0.076 3.95 3.4
65 0.070 4.000 1.90 75 0.089 3.95 4.7
75 0.080 4.000 2.39 100 0.114 3.95 7.2

100 0.106 4.000 3.83 125 0.140 3.95 11.3
125 0.132 3.875 5.19 ※ 集水管が60mmの場合、ポリ塩ビ異径ソケット

を使用し、塩ビ管65mmとする。

もみがら・砕石断面積(ｍ2)参考-1
×π÷4.0１．もみがら・砕石断面積＝(平均掘削深－0.3)×0.3-管外径２

(もみがら・砕石断面積は小数点以下第4位四捨五入、3位止め)

もみがら・砕石量(ｍ3) １箇所当たり参考-2
１．もみがら量＝もみがら断面積(参考-1)×1.3

(もみがら量は小数点以下第3位四捨五入、2位止め)
２．砕石量＝砕石断面積(参考-1)×1.05

(砕石量は小数点以下第3位四捨五入、2位止め)

算 定 式

（１）暗渠排水工(ｍ)（Ｌ１）＝吸水渠延長
(ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 吸水渠)

（２）人力埋戻量(ｍ3)（Ｖ１）＝0.3×0.3×吸水渠延長

（３）暗渠排水工(ｍ)（Ｌ１）＝吸水渠延長
(排水管布設 吸水渠)

（４）暗渠排水工(ｍ)（Ｌ１）＝吸水渠延長
(被覆材投入 もみがら,砕石)

（５）ポリ吸水管(ｍ)（Ｌ１）＝吸水渠延長

（５）塩ビ有孔管(本)（Ｎ１）＝吸水渠延長÷有効長(3.95)

（６）暗渠排水工(ｍ)（Ｌ１）＝吸水渠延長
(ﾎﾟﾘ吸水管,塩ﾋﾞ有孔管小運搬)

（７）もみがら量(ｍ3)（Ｖ２）＝１箇所当たりもみがら量(参考-2)×吸水渠延長

（７）砕石量(ｍ3)（Ｖ３）＝１箇所当たり砕石量(参考-2)×吸水渠延長
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（８）もみがら量(ｍ3)（Ｖ２）＝１箇所当たりもみがら量(参考-2)×吸水渠延長
(小運搬)

（８）砕石量(ｍ3)（Ｖ３）＝１箇所当たり砕石量(参考-2)×吸水渠延長
(小運搬)

（９）暗渠排水工(ｍ)（Ｌ２）＝(集水渠＋吐出管)
(ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削 集水渠＋水閘)

×π÷4.0)（10）人力埋戻量(ｍ3)（Ｖ４）＝(平均掘削深×0.3－0.3×0.3－管外径２

(集水渠・人力タコ) ×(集水渠＋吐出管)－2.0)

（11）人力埋戻量(ｍ3)（Ｖ５）＝0.3×0.3×(集水渠＋吐出管(2.0m)－2.0)
(集水渠・ｺﾝﾊﾟｸﾀ)

×π÷4.0)×2)（12）人力埋戻量(ｍ3)（Ｖ６）＝((平均掘削深×0.3－管外径２

×π÷4.0)×平均掘削深)(水閘部) －((管外径２

（13）暗渠排水工(ｍ)（Ｌ３）＝(集水渠＋吐出管)＋1.5
(排水管布設 水閘布設＋1.5m)

（14）塩ビ管(本)（Ｎ２）＝((集水渠＋吐出管)－管外径)÷4.0

（17）暗渠排水工(ｍ)（Ｌ３）＝(集水渠＋吐出管)＋1.5
(管＋水閘)

（18）人力ｺﾝｸﾘｰﾄはつり量（Ａ１）＝管外径 ×π÷4.0２

(人力ｺﾝｸﾘｰﾄはつり量は小数点以下第４位四捨五入、３位止め)

（20）モルタル仕上げ量（Ａ２）＝管外径×π×0.035
(モルタル仕上げ量は小数点以下第４位四捨五入、３位止め)
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